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(57)【要約】
【課題】「不正フィルムチップゴト」の発生を検出する
とともに、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ
報知するスロットマシンの提供。
【解決手段】主制御基板20A から副制御基板20B へ誤り
検出ビット付きのデジタル信号からなる指令信号をシリ
アル通信で伝送するシリアル送信手段24及びシリアル受
信手段51による通信に異常が生じると、その旨を報知す
る通信異常報知手段52D を副制御基板20B に設けたので
、「不正フィルムチップゴト」を行うための指令改竄用
電子回路によって、異常な事象、例えば、スタートスイ
ッチ7Fの押圧操作を知らせる指令の前に、抽選結果を知
らせる指令が副制御基板20B によって受信される等の異
常な事象が生じると、通信異常報知手段52D によって、
「不正フィルムチップゴト」によるシリアル送信手段24
及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたことが検
知され、且つ、その旨が外部へ報知されるようになる。
【選択図】　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に複数種類の図柄が記された複数の回転リールを回転させておき、停止時に前記
複数の回転リールの示す停止図柄が所定の組み合わせとなるように、前記複数の回転リー
ルを順次停止させていく遊技を行うスロットマシンであって、
　前記複数の回転リールが回転可能に設けられているとともに、前記複数の回転リールの
それぞれを回転駆動するモータを有するリールユニットと、
　遊技の興趣を増すための演出を行う演出手段と、
　前記複数の回転リールを一斉に回転開始させる際に操作されるスタートスイッチと、
　前記複数の回転リールのそれぞれに対応して設けられるとともに、該当する回転リール
の回転を停止させる際に操作される複数のストップスイッチと、
　前記スタートスイッチ及び前記複数のストップスイッチの操作に応じてリールユニット
の動作を制御する主制御基板と、
　前記主制御基板からの指令に基づいて前記演出手段の動作を制御する副制御基板と、
　前記主制御基板から前記副制御基板へ誤り検出ビット付きのデジタル信号からなる指令
信号をデジタル通信で伝送するデジタル通信手段と、
　前記シリアル通信手段の通信に異常が生じると、その旨を報知する通信異常報知手段と
を備えていることを特徴とするスロットマシン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外周面に複数種類の図柄が記された複数の回転リールを回転させておき、停
止時に前記複数の回転リールの示す停止図柄が所定の組み合わせとなるように、前記複数
の回転リールを順次停止させていく遊技を行うスロットマシンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、外周面に複数種類の図柄が記された複数の回転リールを回転させた後、これ
らの回転リールの示す停止図柄が所定の組み合わせとなるように、回転リールを順次停止
させていく遊技を行うスロットマシンが利用されている。
　このようなスロットマシンには、一般的に、複数の回転リールを有するリールユニット
等の遊技装置と、遊技装置の動作を制御する主制御基板と、液晶表示装置等の遊技につい
ての興趣を増す演出を行う演出装置と、演出装置の動作を制御する副制御基板とが設けら
れている。
【０００３】
　ここで、副制御基板は、主制御基板からの指令を受け、受けた指令に基づいて演出装置
を制御することで、遊技状況に応じた演出装置の制御が行えるようになっている。
　このため、主制御基板から副制御基板へ指令信号を伝送するにあたり、デジタル信号を
直列に伝送するシリアル伝送方式、あるいは、デジタル信号を並列に伝送するパラレル伝
送方式の通信手段をスロットマシンに設けることがある。
【０００４】
　なお、シリアル伝送方式のデジタル通信手段を採用すれば、１バイトを構成するビット
の数だけ心線が必要となるパラレル伝送方式のケーブルと異なり、ＵＳＢ（Universal Se
rial Bus）等では心線数が５本程度の細いケーブルを束ねた細いケーブルハーネスが採用
でき、ケーブルハーネスの取り回しが容易となるうえ、パラレル伝送方式のように、１バ
イトを構成するビットを同期させる必要がないので、パラレル伝送方式におけるクロック
のずれが原理的に発生せず、伝送路を長くすること、あるいは、通信速度を高速にするこ
とが容易に実現できる。
【０００５】
　ところで、主制御基板から副制御基板へ信号を導くケーブルハーネスの端部には、主制
御基板及び副制御基板との電気的接続を行うために、コネクタ接栓が設けられている。
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　一方、主制御基板及び副制御基板のそれぞれには、ケーブルハーネスの端部に設けられ
たコネクタ接栓座を嵌合させるとともに、コネクタ接栓座との嵌合によってケーブルハー
ネスと電気的接続がなされるコネクタ接栓が設けられている。
　これらのコネクタ接栓及びコネクタ接栓座は、接続及び分離が極めて容易行える。この
ため、コネクタ接栓及びコネクタ接栓座を利用すれば、主制御基板及び副制御基板のそれ
ぞれとケーブルハーネスとを電気的に接続する作業、並びに、主制御基板及び副制御基板
のそれぞれからケーブルハーネスを電気的に分離する作業の両方を極めて容易にすること
ができる。
【０００６】
　ところで、スロットマシンに対して行われる不正行為として、主制御基板から副制御基
板へ伝送される指令を電子的に改竄し、これにより、遊技を自分に有利な方向へ誘導して
不正にメダルを得る、いわゆる「不正フィルムチップゴト」が知られている。
　この「不正フィルムチップゴト」は、主制御基板から副制御基板へ指令を伝送する伝送
路の間に、指令を電子的に改竄する指令改竄用電子回路を不正に接続することで行われる
。
　ここで、指令改竄用電子回路は、指令の伝送路であるケーブルハーネスを途中で切断す
ることで形成される切断分部に接続されたり、ケーブルハーネスのコネクタ接栓とコネク
タ接栓座との間に介装された電極を通してケーブルハーネスに接続されたり、あるいは、
指令改竄用電子回路が予め接続されている不正ケーブルハーネスを、正規のケーブルハー
ネスと差し替えることで、主制御基板及び副制御基板の間に接続される。
【０００７】
　このような「不正フィルムチップゴト」を防止するために、ケーブルハーネスを覆うハ
ーネスカバーを有するスロットマシンが知られている。
　すなわち、ケーブルハーネス全体を覆うとともに、主制御基板から副制御基板まで延び
るハーネスカバーを設け、このハーネスカバーでケーブルハーネス並びにコネクタ接栓及
びコネクタ接栓座とを完全に覆い、ハーネスカバーを取り外さなければ、指令改竄用電子
回路の接続が不可能となるようにし、これにより、「不正フィルムチップゴト」の防止を
図るものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－７３２９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前述のようなスロットマシンでは、万が一、ハーネスカバーが不正に取り外され、指令
改竄用電子回路が接続された後、再度、ハーネスカバーが取り付けられると、指令改竄用
電子回路が接続されたことが外部から判り難く、「不正フィルムチップゴト」の防止を充
分図ることができないうえ、警報を出力する等で「不正フィルムチップゴト」の発生を外
部へ報知することもできない。このため、「不正フィルムチップゴト」の発生を検出する
とともに、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知できるようにしたい、という
要望がある。
【００１０】
　そこで、請求項に記載された発明は、上記した従来の技術の有する問題点に鑑みてなさ
れたものであり、その目的とするところは、「不正フィルムチップゴト」の発生を検出す
るとともに、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知するスロットマシンを提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る第１発明は、前述の目的を達成するためになされたものであり、後述する
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発明２～発明７を包含するものである。
【００１２】
　（第１発明）
　（特徴点）
　第１発明は、次の点を特徴とする。
　すなわち、第１発明は、外周面に複数種類の図柄が記された複数の回転リールを回転さ
せておき、停止時に前記複数の回転リールの示す停止図柄が所定の組み合わせとなるよう
に、前記複数の回転リールを順次停止させていく遊技を行うスロットマシンであって、
　前記複数の回転リールが回転可能に設けられているとともに、前記複数の回転リールの
それぞれを回転駆動するモータを有するリールユニットと、遊技の興趣を増すための演出
を行う演出手段と、前記複数の回転リールを一斉に回転開始させる際に操作されるスター
トスイッチと、前記複数の回転リールのそれぞれに対応して設けられるとともに、該当す
る回転リールの回転を停止させる際に操作される複数のストップスイッチと、前記スター
トスイッチ及び前記複数のストップスイッチの操作に応じてリールユニットの動作を制御
する主制御基板と、前記主制御基板からの指令に基づいて前記演出手段の動作を制御する
副制御基板と、前記主制御基板から前記副制御基板へ誤り検出ビット付きのデジタル信号
からなる指令信号をデジタル通信で伝送するデジタル通信手段と、前記デジタル通信手段
の通信に異常が生じると、その旨を報知する通信異常報知手段とを備えていることを特徴
とする。
　ここで、主制御基板から副制御基板へ指令信号を伝送するデジタル通信手段としては、
デジタル信号を直列に伝送するシリアル伝送方式のデジタル通信手段、及び、デジタル信
号を並列に伝送するパラレル伝送方式のデジタル通信手段のいずれも採用できる。
【００１３】
　（第２発明）
　（特徴点）
　第２発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第２発明は、前記副制御基板に、前記主制御基板の送信順が予め定められて
いる指令であるルーチンコマンドによって作られるルーチンコマンド群、及び、当該ルー
チンコマンドの送信順を含んだルーチンコマンド群データを記憶しているルーチンコマン
ド群データ記憶手段と、前記主制御基板から指令を受信すると、前記ルーチンコマンド群
データ記憶手段に記憶されているルーチンコマンド群データを参照して、当該指令がルー
チンコマンドであるか否かを判定するルーチンコマンド判定手段と、受信した指令がルー
チンコマンドであると前記ルーチンコマンド判定手段によって判定された後、その次の指
令を前記主制御基板から受信すると、該当するルーチンコマンド群データを参照して、当
該ルーチンコマンド群データに示される送信順にルーチンコマンドを受信したか否かを判
定する受信順序判定手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信異常報知手段
は、前記受信順序判定手段によって、当該ルーチンコマンド群データに示される送信順に
ルーチンコマンドを受信したと判定されなかった場合に、前記デジタル通信手段の通信に
異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成されたものであることを特徴とす
る。
【００１４】
　（第３発明）
　（特徴点）
　第３発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第３発明は、前記主制御基板に、前記スタートスイッチの操作を契機に、遊
技における当否に係る当否抽選を行うとともに、当該当否抽選の抽選結果を前記副制御基
板へ指令として送るように形成されている当否抽選手段と、前記ストップスイッチが操作
された際に対応する前記回転リールの回転角度位置である操作時位置を読み取るとともに
、読み取った操作時位置を前記副制御基板へ指令として送るように形成されている操作時
位置読取手段と、前記ストップスイッチの操作によって停止した際に前記回転リールが表
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示している図柄である実停止図柄を読み取るとともに、読み取った実停止図柄を前記副制
御基板へ指令として送るように形成されている停止図柄読取手段とが設けられ、前記副制
御基板には、前記当否抽選手段の抽選結果及び前記ストップスイッチの操作時における前
記回転リールの回転角度位置の二つのデータから、停止時に表示が予定される前記回転リ
ールの停止図柄である停止予定図柄を特定する停止予定図柄テーブルを記憶した停止予定
図柄テーブル記憶手段と、前記主制御基板から抽選結果及び操作時位置を受け取ると、前
記停止予定図柄テーブル記憶手段の前記停止予定図柄テーブルを参照し、受け取った抽選
結果及び操作時位置の二つのデータから特定される停止予定図柄を読み取る停止予定図柄
読取定手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信異常報知手段は、前記停止
図柄読取手段から実停止図柄を受け取ると、受け取った実停止図柄を前記停止予定図柄読
取定手段が読み取った停止予定図柄と比較し、実停止図柄が停止予定図柄と相違している
場合に、前記デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するよう
に形成されたものであることを特徴とする。
【００１５】
　（第４発明）
　（特徴点）
　第４発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第４発明は、前記主制御基板に、前記スタートスイッチの操作を契機に、遊
技における当否に係る当否抽選を行うとともに、当該当否抽選を行った結果、予め設定さ
れている複数種類の当選役の一つに当選すると、当選した当選役を前記副制御基板へ指令
として送るように形成されている当否抽選手段が設けられ、前記副制御基板には、遊技が
実行された回数である遊技回数を計数していく遊技回数計数手段と、前記複数種類の当選
役の各々について、前記当否抽選手段で当選した回数である当選回数を計数していく当選
回数計数手段と、前記遊技回数計数手段の計数している遊技回数が所定値に達すると、前
記当選回数計数手段の計数している当選回数に基づいて、実際の当選率である実当選率を
算出する実当選率算出手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信異常報知手
段は、前記複数種類の当選役の各々について、その当選確率を記憶しているとともに、前
記実当選率算出手段が算出した実当選率を、記憶している当選確率と比較し、実当選率と
当選確率との差が、予め設定された許容差よりも大きい場合に、前記デジタル通信手段の
通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成されたものであることを特
徴とする。
【００１６】
　（第５発明）
　（特徴点）
　第５発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第５発明は、前記副制御基板に、前記主制御基板から送信されてくる複数種
類の指令の各々について、その次に送信されてくる可能性のある指令を含む受信候補指令
群を記憶した受信候補指令群記憶手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信
異常報知手段は、前記主制御基板から指令を受信すると、前記受信候補指令群記憶手段に
記憶されている受信候補指令群のなかから受信した指令に対応する受信候補指令群を選び
出した後、その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれているか否かを判定し、
その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれていると判定しなかった場合に、前
記デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成され
ていることを特徴とする。
【００１７】
　（第６発明）
　（特徴点）
　第６発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第６発明は、前記副制御基板に、一の指令の最終ビット信号が発信されたこ
とを契機に計時を開始し、その次の指令の先頭ビット信号が発信されたことを契機に計時
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を終了することで、一指令が終了してからその次の指令が開始されるまでの間の時間間隔
を測定する時間間隔測定手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信異常報知
手段は、前記時間間隔測定手段が測定した時間間隔が予め設定された下限値に満たない場
合に、前記デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように
形成されていることを特徴とする。
【００１８】
　（第７発明）
　（特徴点）
　第７発明は、前述の第１発明に加えて次の特徴点を備えたものである。
　すなわち、第７発明は、前記主制御基板として、前記スタートスイッチ及び前記ストッ
プスイッチのそれぞれのスイッチが操作された際に当該スイッチから出力されるスイッチ
操作信号を受信すると、当該スイッチ操作信号を中継して前記副制御基板へ伝送した後、
当該スイッチ操作信号を受け付けたことを報知する操作受付指令を前記副制御基板へ送信
するように形成されたものが採用され、前記副制御基板には、前記主制御基板から連続し
て受信した二つの指令のうち、先に受信した指令を第１保持信号として保持するとともに
、その次に受信した指令を第２保持信号として保持する二連続信号保持手段と、前記二連
続信号保持手段が保持している第２保持信号が操作受付指令である場合、前記二連続信号
保持手段が保持している第１保持信号が第２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操
作信号であるか否かを判定する第１信号検査手段と、前記二連続信号保持手段が保持して
いる第１保持信号がスイッチ操作信号である場合、前記二連続信号保持手段が保持してい
る第２保持信号が第１保持信号と同一のスイッチに係る操作受付指令であるか否かを判定
する第２信号検査手段と、前記通信異常報知手段とが設けられ、前記通信異常報知手段は
、前記第１信号検査手段が第２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号である
と判定しなかった場合、あるいは、前記第２信号検査手段が第１保持信号と同一のスイッ
チに係る操作受付指令であると判定しなかった場合のいずれかの場合に、前記デジタル通
信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成されていることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　　（第１発明の効果）
　前述のように構成されている第１発明は、以下に記載されるような効果を奏する。
　すなわち、第１発明によれば、主制御基板から副制御基板へ誤り検出ビット付きのデジ
タル信号からなる指令信号をデジタル通信で伝送するデジタル通信手段と、デジタル通信
手段の通信に異常が生じると、その旨を報知する通信異常報知手段とを設けたので、「不
正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令改竄用
電子回によって、主制御基板から副制御基板へ送られる指令が改竄された際に発生する異
常な事象、例えば、スタートスイッチの押圧操作を知らせる指令の前に、抽選結果を知ら
せる指令を副制御基板が受信する等の異常な事象が生じると、通信異常報知手段がデジタ
ル通信手段の通信に異常が生じたこととみなし、その旨を報知するので、これにより、「
不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができ、従って、前記目的が達成
される。
　なお、雑音等に起因する単なる通信異常は、誤り検出ビットによって検出され、「不正
フィルムチップゴト」に起因する人為的通信異常とは容易に判別可能である。
【００２０】
　　（第２発明の効果）
　前述のように構成されている第２発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第２発明によれば、副制御基板に、主制御基板の送信順が予め定められてい
る指令であるルーチンコマンドによって作られるルーチンコマンド群、及び、当該ルーチ
ンコマンドの送信順を含んだルーチンコマンド群データを記憶しているルーチンコマンド
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群データ記憶手段と、主制御基板から指令を受信すると、ルーチンコマンド群データ記憶
手段に記憶されているルーチンコマンド群データを参照して、当該指令がルーチンコマン
ドであるか否かを判定するルーチンコマンド判定手段と、受信した指令がルーチンコマン
ドであるとルーチンコマンド判定手段によって判定された後、その次の指令を主制御基板
から受信すると、該当するルーチンコマンド群データを参照して、当該ルーチンコマンド
群データに示される送信順にルーチンコマンドを受信したか否かを判定する受信順序判定
手段とを設け、且つ、受信順序判定手段によって、当該ルーチンコマンド群データに示さ
れる送信順にルーチンコマンドを受信したと判定されなかった場合に、前記デジタル通信
手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段を形成
したので、「不正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、
この指令改竄用電子回によって、主制御基板から副制御基板へ送られる指令が改竄され、
主制御基板から適正な指令を受信したその次に、受信する可能性のない指令を副制御基板
が受信すると、ルーチンコマンド群データ記憶手段、ルーチンコマンド判定手段及び受信
順序判定手段によって、主制御基板が送信するはずのない指令を受信したことが検出され
、この検出結果に基づいて、通信異常報知手段がデジタル通信手段の通信に異常が生じた
と判定するとともに、その旨を報知するようになり、これにより、「不正フィルムチップ
ゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【００２１】
　　（第３発明の効果）
　前述のように構成されている第３発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第３発明によれば、スタートスイッチの操作を契機に、遊技における当否に
係る当否抽選を行うとともに、当該当否抽選の抽選結果を副制御基板へ指令として送るよ
うに形成されている当否抽選手段と、ストップスイッチが操作された際に対応する回転リ
ールの回転角度位置である操作時位置を読み取るとともに、読み取った操作時位置を副制
御基板へ指令として送るように形成されている操作時位置読取手段と、ストップスイッチ
の操作によって停止した回転リールが表示している図柄である実停止図柄を読み取るとと
もに、読み取った実停止図柄を副制御基板へ指令として送るように形成されている停止図
柄読取手段とを主制御基板に設け、且つ、当否抽選手段の抽選結果及びストップスイッチ
の操作時における回転リールの回転角度位置の二つのデータから、停止時に表示が予定さ
れる回転リールの停止図柄である停止予定図柄を特定する停止予定図柄テーブルを記憶し
た停止予定図柄テーブル記憶手段と、主制御基板から抽選結果及び操作時位置を受け取る
と、停止予定図柄テーブル記憶手段の停止予定図柄テーブルを参照し、受け取った抽選結
果及び操作時位置の二つのデータから特定される停止予定図柄を読み取る停止予定図柄読
取定手段とを副制御基板に設け、さらに、停止図柄読取手段から実停止図柄を受け取ると
、受け取った実停止図柄を停止予定図柄読取定手段が読み取った停止予定図柄と比較し、
実停止図柄が停止予定図柄と相違している場合に、デジタル通信手段の通信に異常が生じ
たとみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段を形成したので、「不正フィル
ムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令改竄用電子回に
よって、抽選結果を知らせる指令、操作時位置を知らせる指令、及び、実停止図柄を知ら
せる指令のいずれかが改竄されると、主制御基板から送られてきた実停止図柄と、副制御
基板が特定した停止予定図柄とが一致しなくなり、この不一致に基づいて、当該改竄を通
信異常報知手段が検知し、この検知結果に基づいて、通信異常報知手段でデジタル通信手
段の通信に異常が生じたことを判定できるとともに、その旨を報知することも可能となり
、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【００２２】
　　（第４発明の効果）
　前述のように構成されている第４発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第４発明によれば、遊技の実行回数である遊技回数を計数していく遊技回数
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計数手段と、複数種類の各当選役について当否抽選における当選回数を計数していく当選
回数計数手段と、遊技回数計数手段の計数している遊技回数が所定値に達すると、それま
での当選回数に基づいて実当選率を算出する実当選率算出手段とを副制御基板に設け、さ
らに、複数種類の当選役の各々について、その当選確率を記憶しているとともに、前記実
当選率算出手段が算出した実当選率を、記憶している当選確率と比較し、実当選率と当選
確率との差が、予め設定された許容差よりも大きい場合に、前記デジタル通信手段の通信
に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段を形成したので、
「不正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令改
竄用電子回の作動によって、正常時には考えられない程、ある当選役への当選が頻繁に発
生すると、実当選率算出手段で算出された実当選率と、記憶されている当選確率との差が
予め設定された許容差よりも大きくなり、当該許容差に基づいて、ある当選役への当選す
る回数を不当に増大させる「不正フィルムチップゴト」の発生を通信異常報知手段で検知
することができるとともに、当該通信異常報知手段でその旨を外部に報知することも可能
となり、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができる
。
【００２３】
　　（第５発明の効果）
　前述のように構成されている第５発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第５発明によれば、主制御基板から送信されてくる複数種類の指令の各々に
ついて、その次に送信されてくる可能性のある指令を含む受信候補指令群を記憶した受信
候補指令群記憶手段を副制御基板に設け、且つ、主制御基板から指令を受信すると、受信
候補指令群記憶手段に記憶されている受信候補指令群のなかから受信した指令に対応する
受信候補指令群を選び出した後、その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれて
いるか否かを判定し、その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれていると判定
しなかった場合に、前記デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報
知するように通信異常報知手段を形成したので、「不正フィルムチップゴト」を行うため
に、指令改竄用電子回路が接続され、主制御基板が一の指令を送信した後、この指令改竄
用電子回がその次の指令を改竄すると、受信候補指令群には、当該次の指令が含まれるこ
とがなく、このことに基づいて、通信異常報知手段で、デジタル通信手段の通信に異常が
生じたことを検知できるとともに、その旨を外部に報知することも可能となり、これによ
り、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【００２４】
　　（第６発明の効果）
　前述のように構成されている第６発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第６発明によれば、一の指令の最終ビット信号が発信されたことを契機に計
時を開始し、その次の指令の先頭ビット信号が発信されたことを契機に計時を終了するこ
とで、一指令が終了してからその次の指令が開始されるまでの間の時間間隔を測定する時
間間隔測定手段を副制御基板に設け、且つ、時間間隔測定手段が測定した時間間隔が予め
設定された下限値に満たない場合に、デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして
、その旨を報知するように通信異常報知手段を形成したので、「不正フィルムチップゴト
」を行うために、指令改竄用電子回路が不正に接続され、不正に接続された指令改竄用電
子回路が指令を改竄する際に、改竄すべき指令の開始から多少遅れて改竄を開始し、この
結果、改竄された指令が適正な指令よりも時間的に長くなり、改竄された指令が終了して
からその次の指令が開始されるまでの間の時間間隔が下限値よりも短縮された際に、この
時間間隔の短縮が通信異常報知手段によって検出される。従って、通信異常報知手段は、
この時間間隔の短縮検出の結果に基づいて、デジタル通信手段の通信に異常が生じたこと
を検知できるので、その旨を外部に報知することも可能となり、これにより、「不正フィ
ルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができる。
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【００２５】
　　（第７発明の効果）
　前述のように構成されている第７発明は、第１発明の効果に加えて以下のような効果を
奏する。
　すなわち、第７発明によれば、主制御基板として、スタートスイッチ及び前記ストップ
スイッチのそれぞれのスイッチが操作された際に当該スイッチから出力されるスイッチ操
作信号を受信すると、当該スイッチ操作信号を中継して副制御基板へ伝送した後、当該操
作信号を受け付けたことを報知する操作受付指令を副制御基板へ送信するように形成され
たものを採用し、且つ、主制御基板から連続して受信した二つの指令のうち、先に受信し
た指令を第１保持信号として保持するとともに、その次に受信した指令を第２保持信号と
して保持する二連続信号保持手段と、この二連続信号保持手段が保持している第２保持信
号が操作受付指令である場合、二連続信号保持手段が保持している第１保持信号が第２保
持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを判定する第１信号検査手
段と、二連続信号保持手段が保持している第１保持信号がスイッチ操作信号である場合、
二連続信号保持手段が保持している第２保持信号が第１保持信号と同一のスイッチに係る
操作受付指令であるか否かを判定する第２信号検査手段と、前述の通信異常報知手段とを
前記副制御基板に設け、第１保持信号が第２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操
作信号であると第１信号検査手段が判定しなかった場合、あるいは、第２保持信号が第１
保持信号と同一のスイッチに係る操作受付指令であると第２信号検査手段が判定しなかっ
た場合のいずれの場合でも、デジタル通信手段の通信に異常が生じたとみなして、その旨
を報知するように通信異常報知手段を形成したので、「不正フィルムチップゴト」を行う
ために、指令改竄用電子回路が接続され、さらに、この指令改竄用電子回が主制御基板の
送信する指令を改竄した結果、副制御基板が連続して受信した二つの指令のうち、先に受
信した指令がスイッチ操作信号であった場合において、その次に受信した指令が操作受付
指令でないとき、あるいは、先のスイッチ操作信号とは異なるスイッチの操作受付指令で
あるときのいずれにおいても、このことに基づいて、通信異常報知手段で、デジタル通信
手段の通信に異常が生じたことを検知できる。
　また、副制御基板が連続して受信した二つの指令のうち、後に受信した指令が操作受付
指令であった場合において、先に受信した指令がスイッチ操作信号でないとき、あるいは
、後の操作受付指令とは異なるスイッチのスイッチ操作信号であるときのいずれにおいて
も、このことに基づいて、通信異常報知手段で、デジタル通信手段の通信に異常が生じた
ことを検知できる。
　従って、「不正フィルムチップゴト」によってデジタル通信手段の通信に異常が生じる
と、デジタル通信手段の通信異常を通信異常報知手段で、その旨を外部に報知することが
可能となり、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る遊技機であるスロットマシンを示す正面図である。
【図２】前記実施形態に係るスロットマシンの内部を示す正面図である。
【図３】前記実施形態に係る制御装置を示すブロック図である。
【図４】前記実施形態に係る指令送信順異常検出手段を示すブロック図である。
【図５】前記実施形態に係る指令送信順異常検出処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【図６】本発明の第２実施形態に係る副制御基板を示すブロック図である。
【図７】前記実施形態に係る指令内容異常検出手段を示すブロック図である。
【図８】前記実施形態に係る指令内容異常検出処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図９】本発明の第３実施形態に係る副制御基板を示すブロック図である。
【図１０】前記実施形態に係る当選率異常検出手段を示すブロック図である。
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【図１１】前記実施形態における当選率異常検出処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２】本発明の第４実施形態に係る副制御基板を示すブロック図である。
【図１３】前記実施形態に係る候補外指令受信判定手段を示すブロック図である。
【図１４】前記実施形態に係る候補外指令受信判定処理を説明するためのフローチャート
である。
【図１５】本発明の第５実施形態に係る副制御基板を示すブロック図である。
【図１６】前記実施形態に係る時間間隔異常検出手段を示すブロック図である。
【図１７】前記実施形態に係る時間間隔異常検出処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１８】本発明の第６実施形態に係る副制御基板を示すブロック図である。
【図１９】前記実施形態に係る操作応答異常検出手段を示すブロック図である。
【図２０】前記実施形態に係る操作応答異常検出処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態である第１実施形態について、図面を参照
しながら説明する。
［第１実施形態］
　（スロットマシン１の概略構成）
　本第１実施形態に係る遊技機としてのスロットマシン１は、図１に示すように、三個の
回転リール11の各々に記された複数種類の図柄が所定の組み合わせとなるように、回転し
ている回転リール11を停止させる遊技を行うものである。また、スロットマシン１は、遊
技媒体として金属製のメダルを採用したものであり、メダルの投入によって遊技を開始す
るように形成されている。
　このようなスロットマシン１には、図１の如く、当該スロットマシン１の各種装置を収
納するとともに、正面形状が長方形となった筐体２が備えられている。
　筐体２は、前面全体が開口された箱状の部材である。そして、筐体２の前面開口は、当
該筐体２に回動可能に取り付けられた前扉３で塞がれるようになっている。なお、前扉３
は、閉じられると、自動的に施錠されるようになっている。
【００２８】
　前扉３は、その前面をほぼ二分する上部パネル部４及び下部パネル部５を備えたものと
なっている。そして、下部パネル部５の下方には、入賞時に払い出されるメダルを貯留す
る受皿部6Aが一体成形された受皿ユニット６が設けられている。また、上部パネル部４と
下部パネル部５との間には、遊技に係る操作を行うための操作卓７が遊技者側に突出する
ように形成されている。
　ここで、上部パネル部４及び下部パネル部５は、意匠的に優れた外観を確保するために
、合成樹脂製の化粧板が表面に張り付けられたものとなっている。
【００２９】
　（上部パネル部４）
　上部パネル部４には、図１中、操作卓７の上方且つ幅方向の中央部分において長方形状
に形成された表示窓4Aが設けられている。
　ここで、筐体２内部に設けられた三個の回転リール11の各々は、その外周面に複数種類
の図柄に記されている。そして、各回転リール11の図柄は、筐体２の外部から表示窓4Aを
通して目視可能となっている。なお、回転リール11の内部には、回転リール11を内側から
照射する図示しないリール照明部が設けられている。
【００３０】
　上部パネル部４の上端縁部分には、正面形状が左右に細長い逆台形状に形成された演出
用照明装置4Bが設けられている。この演出用照明装置4Bは、上部パネル部４の上端縁部分
のほぼ中央に配置され、その両端部は、演出用照明装置4Bの角隅部分まで達することなく
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、その手前の位置で途切れたものとなっている。
　また、上部パネル部４の上側における両角近傍には、正面形状が湾曲した帯状に形成さ
れるとともに、漢数字の「八」を描く一対の演出用照明装置4Cが設けられている。これら
の演出用照明装置4Cの各々は、その上端部が演出用照明装置4Bの端部近傍に配置されると
ともに、その下端側の部分が上部パネル部４の側縁へ向かって斜め下方に延びたものとな
っている。
　さらに、上部パネル部４の両方の側縁には、その間に表示窓4Aを挟むようにして配置さ
れた一対の演出用照明装置4Dが設けられている。
　これらの演出用照明装置4B～4Dの各々は、赤色のレンズの内部に配置された高輝度発光
ダイオード等の光源を備え、遊技の進行に応じて、その光源の点灯又は点滅により、遊技
における視覚的な演出効果を高めるものである。
【００３１】
　表示窓4A及び演出用照明装置4Bの間には、遊技の演出用画像を表示する液晶表示装置4E
が設けられている。この液晶表示装置4Eは、動画を含む様々な画像を、遊技の進行に応じ
て表示するものである。
　液晶表示装置4Eの下側における両角近傍には、遊技に係る効果音を発生するスピーカを
備えた音声出力部4Fがそれぞれ設けられている。
【００３２】
　（操作卓７）
　操作卓７は、遊技における操作に必要な各種のスイッチ類が配置されたものである。
　すなわち、操作卓７における図１中右端の部分には、前扉３の施錠を解除するための鍵
が挿入される鍵穴7Aが設けられている。この鍵穴7Aの左斜め上方には、メダルを投入する
ためのメダル投入口7Bが開口されたメダル投入部7Cが設けられている。
　メダル投入口7Bの左斜め下方には、三個の回転リール11のそれぞれを停止させる際に操
作される三個のストップスイッチ7Dが設けられている。これら三個のストップスイッチ7D
のうち、左端に配置されているストップスイッチ7Dの左斜め上方には、後述するマックス
ベットスイッチ7Eが設けられている。
　また、左端のストップスイッチ7Dの左方であって、マックスベットスイッチ7Eの左斜め
下方の位置には、三個の回転リール11を一斉に回転させる際に操作されるスタートスイッ
チ7Fが設けられている。
【００３３】
　ここで、マックスベットスイッチ7Eの図１中左側の近傍には、シングルベットスイッチ
7G及び精算スイッチ7Hが設けられている。
　マックスベットスイッチ7Eは、遊技者等が１回の押圧操作を行うと、一般的には、３枚
のメダルをベットすることを命令する投入指令信号であるマックスベット信号を送出する
ものである。
　換言すると、マックスベットスイッチ7Eは、１回の押圧操作でベット可能な最大枚数（
一般的には３枚）のメダルをベットするための投入スイッチである。
【００３４】
　また、シングルベットスイッチ7Gは、遊技者等が１回の押圧操作を行うと、１枚のメダ
ルをベットすることを命令する投入指令信号である１枚ベット信号を送出するものである
。
　換言すると、シングルベットスイッチ7Gは、１回の押圧操作で１枚のメダルをベットす
るための投入スイッチである。
　残りの精算スイッチ7Hは、遊技者等が押圧操作を行うと、貯留メダルの精算動作を実行
すること、あるいは、ベットされたメダルを元に戻すことを命令する精算指令信号を送出
するものである。
【００３５】
　（下部パネル部５及び受皿ユニット６）
　下部パネル部５には、スロットマシン１のモデルタイプを表す象徴するキャラクター等
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が描かれたパネル5Aが設けられている。
　受皿ユニット６には、メダルを貯留する前述の受皿部6Aに加えて、入賞時に受皿部6Aへ
向かって払い出されるメダルを排出させるメダル払出口6Bと、遊技に係る効果音を発生す
るスピーカを備えた音声出力部6Cとが設けられている。
【００３６】
　（筐体２内蔵の遊技用装置）
　次いで、筐体２内に設けられている遊技用装置等の装置について簡単に説明する。
　筐体２の内部には、図２に示すように、三個の回転リール11が回転自在に支持するとと
もに、これらの回転リール11のそれぞれを駆動する図示されていないステッピングモータ
を備えたリールユニット10、内部に多数のメダルを貯留させる容器部12A を備えるととも
に受皿部6Aに向かってメダルを排出するホッパユニット12、遊技用装置の遊技動作やホッ
パユニット12の動作を制御するマイクロコンピュータからなるＣＰＵを備えた主制御基板
20A 、及び、これらの装置に電力を供給する電源装置13等が設けられている。
　主制御基板2Aは、遊技の進行に係る装置の動作を主に制御するものとなっておる。
　すなわち、主制御基板2Aは、マックスベットスイッチ7Eからの投入指令信号、シングル
ベットスイッチ7Gからの投入指令信号、及び、精算スイッチ7Hからの精算指令信号を受信
すると、それぞれの信号に応じて、リールユニット10やホッパユニット12等、遊技の進行
に係る装置に対して、所定の制御動作を行う制御装置である。
【００３７】
　また、前扉３の裏側には、図２の如く、表側の液晶表示装置4Eの対応した位置に配置さ
れている、換言すると、前扉３の上端縁近傍中央に配置されているとともに、液晶表示装
置4E等の演出用装置の制御を行う副制御基板20B 、及び、図２中表示窓4Aの左側の端縁下
方に配置されるとともに、メダル投入口7Bに投入されたメダルを選別するメダルセレクタ
14等が設けられている。
　副制御基板20B は、遊技の進行に直接関与しない装置、例えば、演出用照明装置4B～4D
及びスピーカ等の演出手段15、並びに、液晶表示装置4Eの動作を主に制御するものとなっ
ている。
　この副制御基板20B と、前述した主制御基板20A とによって、スロットマシン１の動作
を制御する制御装置20が形成されている。
【００３８】
　以上のようなスロットマシン１は、遊技者がメダルをベットした後に、スタートスイッ
チ7Fを操作することにより、複数の回転リール11が回転を開始し、この後、遊技者が複数
のストップスイッチ7Dを操作して、所定の図柄の組み合わせを示す位置に複数の回転リー
ル11を停止させることができた場合に入賞となって、入賞した役に対応する枚数のメダル
を遊技者に払い出すように形成されている。
【００３９】
　（制御装置20）
　次に、スロットマシン１の制御装置20について説明する。
　図２には、スロットマシン１に係る制御系統の概略構成が示されている。
　図２において、制御装置20は、当該スロットマシン１で行われる遊技の動作を制御する
主制御基板20A と、遊技を盛り上げる演出の動作を制御する副制御基板20B とに分割され
たものとなっている。
　主制御基板20A 及び副制御基板20B のそれぞれは、両方とも、マイクロコンピュータを
利用したＣＰＵ、並びに、ＲＯＭ及びＲＡＭ等の記憶手段を含んで構成されたハードウェ
アに、遊技動作制御や演出動作制御を行うためのソフトウェアが、前述したＲＯＭ等の記
憶手段に記憶されたものである。
【００４０】
　このうち、主制御基板20A は、遊技が行われる毎に遊技の当否に係る当否抽選を行うも
のであり、当否抽選により所定の当選役に対応した当選フラグが成立することにより、遊
技者に対して当該当選役への入賞を可能にするものである。
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　また、主制御基板20A は、遊技者がストップスイッチ7Dを操作したことにより、当該ス
トップスイッチ7Dに対応した回転リール11を停止させる際に、参照すべき停止テーブルと
して複数種類の停止制御テーブルを記憶しているものである。
　換言すると、主制御基板20A は、複数種類の当選役のうちの一つを当否抽選で当選させ
ると、遊技の状態及び当選した当選役の両方に対応した停止制御テーブルを選択し、選択
した停止制御テーブルを参照して回転リール11の停止を行うものとなっている。
【００４１】
　このようなスロットマシン１の遊技動作を制御する主制御基板20A は、信号の受信や送
信を行うために、図示しない信号入力部及び制御信号出力部を備えている。
　信号入力部には、図３に示すように、前述したメダルセレクタ14、シングルベットスイ
ッチ7G、マックスベットスイッチ7E、スタートスイッチ7F、ストップスイッチ7D、及び、
精算スイッチ7H等、遊技者により操作されて遊技用の信号を出力する機器が電気的に接続
されている。
　制御信号出力部には、リールユニット10、及び、ホッパユニット12等、遊技に関する動
作を能動的に行う装置が電気的に接続されている。
　これにより、主制御基板20A は、遊技者の操作や遊技の結果に対応して、リールユニッ
ト10及びホッパユニット12等の動作制御が行え、且つ、遊技に関する情報を知らせるため
の外部出力信号を外部へ出力できるようになっている。
【００４２】
　スロットマシン１の演出動作を制御する副制御基板20B は、制御対象となる装置に制御
信号を送出するために、図示しない制御信号出力部を備えている。
　この制御信号出力部には、前述の演出手段15及び、液晶表示装置4E等、能動的に演出動
作を行う装置が電気的に接続されている。
　これにより、副制御基板20B は、遊技者の操作や遊技の結果に対応して、演出手段15、
及び、液晶表示装置4E等の演出動作を制御できるようになっている。
【００４３】
　この際、主制御基板20A には、ＲＯＭ等の記憶手段に記憶されている前述のソフトウェ
アにより、スロットマシン１の遊技全般に係る制御を行う遊技制御手段21と、遊技に係る
当否を決める抽選を行う当否抽選手段22と、回転リール11の動作制御を行うリールユニッ
ト制御手段23とが形成され、また、副制御基板20B へ指令を伝送するために、所定のハー
ドウェア及びソフトウェアによって形成されたデジタル通信手段としてのシリアル送信手
段24が設けられている。
【００４４】
　（遊技制御手段21）
　このうち、遊技制御手段21は、図３の如く、ボーナスゲーム等の特別遊技へ移行する契
機となる所定の条件が揃うまで行われる通常遊技における遊技動作を制御する通常遊技制
御手段21A と、所定の条件が揃うと行われる特別遊技の遊技動作を制御する特別遊技制御
手段21B と、入賞するとそのまま次の遊技を開始することができるリプレイへの当選確率
が通常遊技よりも高く設定されたリプレイタイム（以下「ＲＴ」と略す。）の遊技動作を
制御すＲＴ制御手段21C とを備えたものとなっている。
【００４５】
　（通常遊技制御手段21A） 
　通常遊技制御手段21A は、ボーナスフラグ等の特別当選フラグ成立の権利の持ち越しを
制御する持ち越し制御機能と、フラグ成立の権利の持ち越しがされない小役に入賞した際
にメダルを払い出す払い出し制御機能とを備えている。
　通常遊技制御手段21A は、三個の回転リール11の回転が全て停止した際に、図柄表示窓
61の有効ライン上に、予め設定された当選役である小役を構成する複数の図柄が揃うと、
その払い出し制御機能により、ホッパユニット12に対して所定枚数のメダルを払い出させ
る。なお、メダルを払い出す代わりに、クレジットを増やしても良い。
【００４６】
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　ここで、スロットマシン１の遊技全般における当選役としては、入賞すると、メダルの
払い出しを伴い、遊技者に利益を付与する小役入賞に対応する当選役と、この小役入賞よ
りもさらに大きな利益を遊技者に付与する特別入賞に対応する当選役と、メダルの払い出
しは無いが、遊技メダルを新たに投入することなく再度の遊技を行うことができる「再遊
技(Replay)」に対応する当選役とが準備されている。
　そして、当否抽選手段22には、当否抽選である当選役に当選した場合、その当選役に対
応した当選フラグを成立させる機能を有している。この点については、後で詳述する。
　また、スロットマシン１には、回転リール11が停止した際に、所定の図柄が表示された
状態、すなわち、所定の出目が表示された場合、通常の遊技状態から、所定の利益が遊技
者に提供されることとなる特殊な遊技状態するようになっている。
　特殊な遊技状態としては、例えば、リプレイへの当選確率が通常遊技よりも高く設定さ
れた前述のＲＴや、このＲＴを終了させるおそれのあるパンク役に当選していることを遊
技者に知らせる報知演出を行う前述のＡＴ等が設定されている。
【００４７】
　この際、当否抽選手段22による当否抽選の結果が特別遊技に対応する当選である場合、
特別当選フラグ、いわゆるボーナスフラグが成立し、且つ、この特別当選フラグ成立中に
、リールユニット10に設けられた回転リール11の停止図柄の組み合わせが、予め定められ
た所定の組み合わせである特別入賞図柄（例えば、有効ライン上に「７」が三個揃うもの
）と一致することが、特別遊技に移行するための所定の条件となっている。
　そして、スロットマシン１の遊技は、停止図柄の組み合わせが、予め定められた所定の
組み合わせである特別入賞図柄に一致すると、遊技者に有利な特別遊技に移行するように
なっている。
【００４８】
　一方、当否抽選手段22の抽選により特別当選フラグが成立したものの、回転リール11の
停止図柄の組み合わせが特別入賞図柄と一致していない場合、当該遊技では、特別遊技に
移行することはない。
　この場合、通常遊技制御手段21A は、その持ち越し制御機能によって、特別当選フラグ
成立の権利を、それ以後の遊技に持ち越すように、特別当選フラグの成立状態を維持する
ように制御を行うようになっている。そして、それ以後の遊技で、遊技者が停止図柄の組
み合わせを特別入賞図柄と一致させることができれば、特別当選フラグ成立の権利が持ち
越されていることから、特別遊技に移行するようになっている。
【００４９】
　例えば、特定導入遊技（ＢＢゲーム）、特定遊技（ＲＢゲーム）、及び、アシストタイ
ム遊技（ＡＴゲーム）の当選フラグは、当該当選フラグの成立した遊技で入賞しなくとも
、次のゲームに持ち越されるようになっている。
　なお、小役の当選フラグは、当選フラグが成立した遊技で入賞できなかった場合、不成
立の状態に戻り、当選フラグ成立の権利が次の遊技に持ち越されることはない。
【００５０】
　（特別遊技制御手段21B） 
　特別遊技制御手段21B は、通常遊技とは異なる特別遊技における遊技動作を制御するも
のとなっている。
　すなわち、スロットマシン１には、特別遊技として、特定導入遊技（以下、「ＢＢゲー
ム」という。）が設定されている。
　ここで、ＢＢゲームは、スロットマシン１の遊技における最も大きな役であり、入賞す
るとメダルの払い出しが行われる所定の役に当選する当選確率が通常遊技よりも高い遊技
が行える特別遊技である。
　ここで、ＢＢゲームは、遊技者に払い出されたメダル枚数が予め設定された最大枚数に
達すると、終了するようになっている。
【００５１】
　（ＲＴ制御手段21C） 
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　ＲＴ制御手段21C は、ＲＴにおける遊技動作を制御するものとなっている。
　すなわち、ＲＴ制御手段21C は、通常遊技よりもリプレイへの当選確率の高い抽選テー
ブルを用いて遊技における当否を選ぶ当否抽選を行う遊技動作を制御するものである。
　また、ＲＴ制御手段21C は、所定の条件の成立、例えば、通常遊技において遊技者が回
転リール11を停止させた際に、所定の出目が表示される、あるいは、ＢＢゲームが終了す
ると、ＲＴを開始するようになっている。
　さらに、ＲＴ制御手段21C は、所定の条件の成立、例えば、ＲＴの開始後、遊技者が回
転リール11を停止させた際に、所定の役、いわゆる、パンク役に入賞する、あるいは、Ｂ
Ｂゲームが開始されると、ＲＴを終了させるようになっている。
【００５２】
　（当否抽選手段22）
　当否抽選手段22は、スタートスイッチ7Fが操作されたことを契機に、当否に係る当否抽
選を行うもの、更に詳しく説明すると、予め定めた抽選確率に基づいて当選か否かの当選
判定の抽選を行うものである。
　そして、当否抽選手段22による抽選結果が当選である場合に当選フラグが成立し、この
当選フラグ成立中に、回転リール11の停止図柄の組み合わせが予め定められた入賞図柄と
一致したことを条件に入賞となり、遊技者にメダルの払い出しや、特別遊技等の利益が付
与されるように設定されている。
　また、当否抽選手段22は、当否抽選を行った後、その当否抽選における抽選結果を副制
御基板20B へ指令として送るように形成されている。
【００５３】
　このような当否抽選手段22には、図３に示すように、当否抽選用の乱数を発生させる乱
数発生手段22A と、この乱数発生手段22A が発生した乱数を所定の条件で抽出する乱数抽
出手段22B と、当否判定の際に当選領域が参照される抽選テーブルを記憶した抽選テーブ
ル記憶手段22C と、この抽選テーブル記憶手段22C の抽選テーブルに基づいて当否判定を
行う当否判定手段22D と、前述したように、当選時にフラグを成立させるフラグ設定手段
22E とが設けられている。
【００５４】
　乱数発生手段22A は、予め設定された所定の数値領域内（例えば、十進数で０～９９９
の範囲内）で、当否抽選用の乱数を発生させるものである。
　乱数抽出手段22B は、予め設定された所定の条件が達成されたことを契機に、例えば、
スタートスイッチ7Fが操作されたことを契機に、乱数発生手段22A によって次々発生され
る乱数の中から一の乱数を抽出し、抽出した乱数を抽出乱数データとするものである。
　抽選テーブル記憶手段22C は、乱数発生手段22A が取り得る乱数の全領域における所定
の箇所に、ＢＢゲーム等の各入賞役に対応した当選役の各々を決定する当選領域がそれぞ
れ割り当てられた抽選テーブルを記憶している。
　抽選テーブルとしては、各当選役の当選する確率である抽選確率データが互いに異なる
複数種類のものが用意されている。
【００５５】
　当否判定手段22D は、各遊技に対応した抽選確率データを有する抽選テーブルを選択し
、選択した抽選テーブルと、乱数抽出手段22B が抽出した抽出乱数データとに基づいて、
当否の判定及び当選の場合には当選役を決定するものである。具体的には、当否判定手段
22D は、乱数抽出手段22B が抽出した抽出乱数データと、選択した抽選テーブルにおける
各当選領域の当否判定領域データとを照合し、乱数抽出手段22B が抽出した抽出乱数デー
タに一致する当否判定領域データが属する当選領域から、当否の判定及び当選役の決定を
行うものである。
　また、当否判定手段22D は、当否の判定及び当選役の決定を完了すると、その当否判定
の結果、及び、当選した場合には当選役を示す当否抽選結果データを含む抽選結果信号を
出力するようになっている。
　ここで、スロットマシン１の筐体２内部には、入賞するとメダルの払い出しが行われる
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当選役への当選確率を設定するための図示しない設定スイッチが設けられている。そして
、この設定スイッチで設定される設定値の違いで、遊技者にとって有利な状態並行するた
めの当選役に当選する確率が異なり、この設定スイッチで設定されている設定値を加減す
ることで、メダルの出玉率（払い出し期待値／投入枚数）を増減できるようになっている
。
　この設定スイッチの設定値が変更されると、当否判定手段22D は、それまで、当否抽選
で参照していた抽選テーブルから、各当選役への当選確率が異なる別の抽選テーブルに置
き換えて、置き換えた抽選テーブルで当否の判定及び当選役の決定を行うようになってい
る。
【００５６】
　フラグ設定手段22E は、上述のような当否抽選を行った結果、当選した際にフラグを成
立させるものである。
　ここで、フラグ設定手段22E は、通常遊技制御手段21A から持ち越し指令を受信しない
限り、各遊技で成立させたフラグを遊技の終了時にリセットするようになっている。
　換言すると、フラグ設定手段22E は、各遊技で成立させた小役フラグを遊技の終了時に
リセットするが、ＢＢゲームのフラグが成立すると、遊技が終了してもリセットせず、回
転リール11の停止時に、ＢＢゲームに対応する図柄が有効ラインに揃った際にリセットす
るようになっている。
　なお、ＲＴ及びＡＴは、開始にともない遊技者にメダルが払い出されないので、小役に
相当するものではないが、フラグ設定手段22E は、ＲＴの開始時及びＡＴの開始時に、そ
れぞれＲＴフラグ及びＡＴ指令フラグを成立させ、ＲＴの終了時及びＡＴの終了時に、そ
れぞれＲＴフラグ及びＡＴ指令フラグをリセットするものとなっている。
　また、フラグ設定手段22E は、各フラグの状態を示すフラグ状態信号を送出するように
なっている。
【００５７】
　（リールユニット制御手段23）
　リールユニット制御手段23は、リールユニット10に設けられている回転リール11の動作
を制御するものである。
　このリールユニット制御手段23には、回転リール11に回転を開始させる制御を行う起動
制御手段23A と、各回転リール11の回転角度位置を判定する回転角度位置判定手段23B と
、ストップスイッチ7Dが操作された際に対応する回転リール11の回転角度位置である操作
時位置を読み取る操作時位置読取手段23C と、回転リール11に回転を停止させる制御を行
う停止制御手段23D と、停止した回転リール11が表示している図柄である実停止図柄を読
み取る停止図柄読取手段23E とが設けられている。
【００５８】
　このうち、起動制御手段23A は、三個の回転リール11のそれぞれについて、回転を開始
させる制御を行うものである。
　具体的に説明すると、起動制御手段23A は、三個のストップスイッチ7Dのそれぞれが操
作されると、操作されたストップスイッチ7Dに対応する回転リール11の回転を停止させる
ようになっている。
【００５９】
　操作時位置読取手段23C は、一のストップスイッチ7Dが操作されたことを契機に、対応
する回転リール11について回転角度位置判定手段23B が判定した回転角度位置である操作
時位置を読み取るものである。
　また、操作時位置読取手段23C は、回転リール11の操作時位置を読み取ると、当該回転
リール11を特定するコードを、読み取った操作時位置に付し、回転リール11の特定コード
とともに操作時位置を副制御基板20B へ指令として送るように形成されている。
【００６０】
　また、停止制御手段23D は、当否抽選の結果と、ストップスイッチ7Dの操作タイミング
との両方に基づいて、回転リール11の停止制御を行うものである。
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　換言すると、何らかの当選フラグが成立しているときに、対応する入賞図柄を有効ライ
ン上に揃えることができるか否かは、回転リール11の回転速度が一定の場合、ストップス
イッチ7Dの操作タイミングの適否によるものとなっている。
【００６１】
　具体的には、停止制御手段23D は、ストップスイッチ7Dの操作後、１９０ｍｓ以内に回
転リール11を停止させるようになっており、ストップスイッチ7Dを操作した後、ストップ
スイッチ7Dを操作したほぼその時点の位置だけでなく、１９０ｍｓ以内に停止可能となる
回転リール11の円周上の引き込み可能範囲内における任意の位置にも停止させることが可
能となっている。
　換言すると、当選フラグが成立している場合、停止制御手段23D は、停止図柄から連続
する４個の引き込み可能図柄の中に、対応する入賞図柄が含まれているときには、停止す
るまでの時間を遅らせて、有効ライン上にその入賞図柄を引き込んで回転リール11を停止
させるように制御を行うようになっている。
　なお、ストップスイッチ7Dの操作タイミングが不適切である等により、かかる４個の引
き込み可能図柄の中に、成立した当選フラグ対応する入賞図柄が含まれていない場合には
、当選フラグが成立していても、有効ライン上に、入賞図柄を引き込んで停止することは
不可能となっている。
【００６２】
　停止図柄読取手段23E は、ストップスイッチ7Dの操作によって回転リール11が停止した
ことを契機に、停止した回転リール11が表示している図柄である実停止図柄を読み取るも
のである。
　また、停止図柄読取手段23E は、回転リール11の実停止図柄を読み取ると、当該回転リ
ール11を特定するコードを、読み取った実停止図柄に付し、回転リール11を特定するコー
ドとともに当該実停止図柄を副制御基板20B へ指令として送るように形成されている。
【００６３】
　（シリアル送信手段24）
　シリアル送信手段24は、主制御基板20A から副制御基板20Bへ送るべき指令としてのデ
ジタル信号に誤り検出ビットを付し、この誤り検出ビット付きのデジタル信号を指令信号
として副制御基板20B へシリアル通信で送信する送信専用のデジタル通信手段である。
　ここで、シリアル送信手段24は、副制御基板20B に設けられている受信専用のデジタル
通信手段であるシリアル受信手段51に対して指令信号を送信するものである。換言すると
、主制御基板20A 側のシリアル送信手段24及び副制御基板20B 側のシリアル受信手段51は
、シリアル伝送方式で主制御基板20A から副制御基板20B へ一方向の通信のみを行い、逆
方向、すなわち、副制御基板20B から主制御基板20A への通信は行わないようになってい
る。
【００６４】
　（副制御基板20B） 
　副制御基板20B は、主制御基板20A からの指令を受信するための前述したシリアル受信
手段51と、受信した指令の受信順おける異常を検出する指令受信順異常検出手段52と、演
出手段15（演出用照明装置4B～4D及びスピーカ）並びに、液晶表示装置4Eで演出動作を行
うために、演出手段15及び液晶表示装置4Eを制御する演出制御手段53とを備えたものとな
っている。
【００６５】
　また、副制御基板20B は、演出手段である液晶表示装置4Eの報知演出を制御可能な制御
装置であって、主制御基板20A からの指令に従って制御動作を行うものとなっている。そ
して、主制御基板20A は、副制御基板20B に対して一方向に指令を送信し、且つ、副制御
基板20B からの信号を受信することがないように形成されている。
　ここで、本実施形態におけるスロットマシン１は、所定の図柄が揃うと、入賞するとそ
のまま次の遊技を開始することができるリプレイが設定されたものであり、且つ、リプレ
イへの当選確率が通常遊技よりも高く設定されたＲＴと、当否抽選で当選した所定の役に
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入賞するとＲＴを終了させる当選役であるパンク役であることを報知する報知演出を行う
ＡＴと、ＡＴ及びＲＴの両方を実行するアシストリプレイタイム（以下「ＡＲＴ」と略す
。）とが行えるようになっている。
　以下に、副制御基板20B を構成する各手段について詳しく説明するが、シリアル受信手
段51及び指令受信順異常検出手段52に先だって、まず、演出制御手段53を説明する。
【００６６】
　（演出制御手段53）
　演出制御手段53は、主制御基板20A 側に設けられた当否抽選手段22の抽選の結果、演出
を実行することが選択された際に、演出手段15及び液晶表示装置4Eを作動させて演出を行
わせるものである。
　このような演出制御手段53には、当否抽選手段22等の抽選結果に応じて演出の内容を選
択する演出選択手段53A と、音源装置を備えるとともに、演出選択手段53A の選択した選
出内容に応じた音声をスピーカから出力させる音声制御手段53B と、演出選択手段53A の
選択した選出内容に応じて演出用照明装置4B～4Dを点滅させるランプ点滅制御手段53C と
、液晶表示装置4Eの制御を行う液晶表示装置制御手段53D とが設けられている。
【００６７】
　（シリアル受信手段51）
　シリアル受信手段51は、シリアル通信によって主制御基板20A から送られてくる誤り検
出ビット付きのデジタル信号としての指令信号を受信する受信手段である。
　このシリアル受信手段51は、主制御基板20A から指令信号を受信すると、パリティチェ
ック等の誤り検出手法で受信しや指令信号に、伝送時の雑音等でエラービットが生じてい
るか否かを検査し、エラービットが生じているときには、そのエラービットを校正する機
能を備えたものとなっている。
【００６８】
　（指令受信順異常検出手段52）
　指令受信順異常検出手段52は、いわゆる「不正フィルムチップゴト」によって主制御基
板20A から副制御基板20B へ指令が伝送路を伝送している間に改竄されたために、実際に
はありえない送信順で指令が伝送されたことを検出するものである。
　すなわち、指令受信順異常検出手段52は、主制御基板20A から副制御基板20B へ指令を
送る伝送路の途中に指令改竄用電子回路が接続され、主制御基板20A が一の指令を送信し
た後、指令改竄用電子回路が次の指令を改竄したため、実際にはありえない送信順で指令
が伝送されると、この不適切な送信順を検出するものとなっている。
【００６９】
　具体的に説明すると、指令受信順異常検出手段52には、図４に示すように、主制御基板
20A から送信される複数の指令を含んだルーチンコマンド群データを記憶しているルーチ
ンコマンド群データ記憶手段52A と、受信した指令が後述するルーチンコマンドであるか
否かを判定するルーチンコマンド判定手段52B と、指令の送信順が適切なものであるか否
かを判定する受信順序判定手段52C と、受信順序判定手段の判定結果に基づいて警報を発
報する通信異常報知手段52D とが設けられている。
【００７０】
　ここで、ルーチンコマンド、ルーチンコマンド群及びルーチンコマンド群データの各々
について説明する。
　ルーチンコマンドとは、主制御基板20A から副制御基板20B へ送信される際の送信順が
予め定められている一連の指令のそれぞれをいう。
　ルーチンコマンド群とは、主制御基板20A から副制御基板20B へ送信される指令のうち
、送信順が予め定められている一または複数の指令からなる集合をいい、換言すると、送
信順が定められている一連のルーチンコマンドが構成するグループをいう。
　ルーチンコマンド群データとは、一つのルーチンコマンド群に含まれているすべてのル
ーチンコマンド、及び、その送信順を特定するデータをいう。
【００７１】
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　例えば、本第１実施形態におけるスロットマシン１の主制御基板20A は、スタートスイ
ッチ7Fが操作されてから、回転を開始した回転リール11が所定の回転速度に到達するまで
の間、副制御基板20B に対して、次のような指令が付された番号の順に送信するようにな
っている。
　(指令１)当否抽選手段22の乱数発生手段22A の機能検査結果を示す指令
　(指令２)スタートスイッチ7Fの操作を受け付けたことを示す指令
　(指令３)実行すべき演出の種類やパターンをコードで特定する指令
　(指令４)当否抽選の抽選結果をコードで特定する指令
　(指令５)回転リール11の回転開始時において所定時間の待機を命令する指令
　(指令６)各回転リール11が回転を開始したことを示す指令
【００７２】
　このような場合、指令１～指令６がルーチンコマンドとなり、指令１～指令６からなる
グループがルーチンコマンドとなり、指令１～指令６がその順番に配列されたデータの列
がルーチンコマンド群データとなる。
【００７３】
　ここで、ルーチンコマンド群データ記憶手段52A は、主制御基板20A から送信される複
数のルーチンコマンドを含むとともに、遊技の状況によってそれぞれ異なる種類のルーチ
ンコマンド群、及び、含まれるルーチンコマンドをその送信順に配列したルーチンコマン
ド群データを複数種類記憶したものである。
【００７４】
　ルーチンコマンド判定手段52B は、シリアル受信手段51を通じて主制御基板20A からの
指令を受信するように形成され、主制御基板20A から指令を受信すると、ルーチンコマン
ド群データ記憶手段52A に記憶されている複数のルーチンコマンド群データを検索し、受
信した指令を含むルーチンコマンド群データを抽出するようになっている。
【００７５】
　そして、ルーチンコマンド判定手段52B は、ルーチンコマンド群データ記憶手段52A に
記憶されている複数のルーチンコマンド群データを検索し、受信した指令を含むルーチン
コマンド群データを抽出すると、当該指令と、抽出したルーチンコマンド群データを受信
順序判定手段52C へ送るようになっている。
【００７６】
　また、ルーチンコマンド判定手段52B は、ルーチンコマンド群データ記憶手段52A に記
憶されている複数のルーチンコマンド群データを検索した結果、受信した指令を含むルー
チンコマンド群データを抽出できなかった場合、当該指令のみをルーチンコマンド群デー
タ記憶手段52A へ送るようになっている。
【００７７】
　受信順序判定手段52C は、ルーチンコマンド判定手段52B から送られてくる指令等に基
づいて、主制御基板20A からの指令の受信順が正常であるか否かを判定するものである。
そして、この受信順序判定手段52C の判定結果は、主制御基板20A との間のシリアル通信
が正常であるか否かを示すものとなっている。
【００７８】
　具体的に説明すると、受信順序判定手段52C は、ルーチンコマンド判定手段52B から指
令及びルーチンコマンド群データの両方を受信すると、その次に受信する新たな指令と比
較するために、受信した指令及びルーチンコマンド群データの両方を保持するようになっ
ている。
　なお、受信順序判定手段52C は、ルーチンコマンド判定手段52B から指令のみを受信し
、ルーチンコマンド群データを受信していない場合、受信した指令がルーチンコマンドで
はないと判定し、受信順序の判定を行わずに、正常信号を通信異常報知手段52D へ送るよ
うになっている。この場合、受信順序判定手段52C は、受信した指令の保持を省略するよ
うになっている。
【００７９】
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　また、受信順序判定手段52C は、前回受信した指令に続いて、次の新たな指令、及び、
この新たな指令を含むルーチンコマンド群データの両方を受信すると、新たな指令を含む
ルーチンコマンド群データが前回受信したルーチンコマンド群データと一致するか否かを
判定するようになっている。
　そして、受信順序判定手段52C は、新たな指令を含むルーチンコマンド群データが前回
受信したルーチンコマンド群データと一致すると判定すると、ルーチンコマンド群データ
において、前回受信した指令の次に今回受信した新たな指令が配列されているか否かを判
定するようになっている。この際、受信順序判定手段52C は、前回受信指令の次に今回指
令が配列されていれると判定すれば正常信号を、前回受信指令の次に今回指令が配列され
ていないと判定すれば異常信号を、通信異常報知手段52D へ送るようになっている。
【００８０】
　一方、受信順序判定手段52C は、前回受信した指令がルーチンコマンド群データの最後
のルーチンコマンドでなく、且つ、前回受信した指令に続いて、次の新たな指令のみを受
信し、新たな指令についてはルーチンコマンド群データを受信しなかった場合、あるいは
、前回受信した指令がルーチンコマンド群データの最後のルーチンコマンドでなく、且つ
、前回受信した指令に続いて、次の新たな指令のみを受信するとともに、前回したものと
は異なるルーチンコマンド群データを受信した場合、受信順序に異常が生じたとみなし、
異常信号を通信異常報知手段52D へ送るようになっている。
【００８１】
　通信異常報知手段52D は、受信順序判定手段52C から異常信号を受信すると、スロット
マシン１の外部に設けられている警報表示手段、例えば、ランプ及び警報音でその旨を表
示する警報表示パネルへ、主制御基板20A が送信すべき指令の送信順に異常が生じている
ことを示す指令送信順異常信号警報信号を発報するようになっている。そして、通信異常
報知手段52D は、警報表示パネルで警報を発することで、「不正フィルムチップゴト」等
に起因して、主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じていることを報知するよ
うになっている。
【００８２】
　（指令送信順異常検出処理）
　次に、本第１実施形態に係る副制御基板20B による指令送信順異常検出処理について図
５のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の指令送信順異常検
出処理は、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御する演出制御処理等、副制御基
板20B における他の処理と同時に並行処理されるようになっている。
【００８３】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図５の如く、ステップＳ1000か
ら指令送信順異常検出処理を開始する。
【００８４】
　すなわち、ステップＳ1000では、主制御基板20A から指令を受信するまで、処理を進行
させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から指令を受信すると、次のステッ
プＳ1200へ進む。
　ステップＳ1200では、ルーチンコマンド判定手段52B によって、ルーチンコマンド群デ
ータ記憶手段52A に記憶されている複数のルーチンコマンド群データが読み取られて検索
され、受信した指令を含むルーチンコマンド群データが抽出されるルーチンコマンド群デ
ータ読取処理が行われる。このルーチンコマンド群データ読取処理が終了したら、次のス
テップＳ1300へ進む。
【００８５】
　ステップＳ1300では、ルーチンコマンド判定手段52B によって、受信した指令がルーチ
ンコマンドであるか否かが判定される。
　このステップＳ1300で、受信した指令がルーチンコマンドであると判定されなかった場
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合、今回の検出対象となった指令の送信順は正常とみなされ、このステップＳ1300を以て
、今回の検出対象となった指令についての指令送信順異常検出処理は完了する。
　一方、ステップＳ1300で、受信した指令がルーチンコマンドであると判定された場合、
次のステップＳ1400へ進む。
【００８６】
　ステップＳ1400では、主制御基板20A から次の新たな指令を受信するまで、処理を進行
させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から次の新たな指令を受信すると、
次のステップＳ1500へ進む。
【００８７】
　ステップＳ1500では、受信順序判定手段52C によって、ステップＳ1200で抽出されたル
ーチンコマンド群データに示される配列において、前回受信した指令の次に今回受信した
指令が配置されているか否か、要約して言うと、主制御基板20A の送信した指令の送信順
は適正であるか否かが判定される。
　このステップＳ1500で、送信順は適正であると判定された場合、今回の検出対象となっ
た指令の送信順は正常とみなされ、このステップＳ1500を以て、今回の検出対象となった
指令についての指令送信順異常検出処理は完了する。
　一方、ステップＳ1500で、送信順は適正であると判定されなかった場合、次のステップ
Ｓ1600へ進む。
【００８８】
　ステップＳ1600では、主制御基板20A から送信された指令の送信順に異常が生じた旨の
警報、換言すると、主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、警
報表示パネルへ送信する指令送信順異常警報発報処理が行われ、この指令送信順異常警報
発報処理が完了すると、今回の検出対象となった指令についての指令送信順異常検出処理
は完了する。
【００８９】
　前述のような本第１実施形態によれば、次のような効果が得られる。
　すなわち、主制御基板20A から副制御基板20B へ誤り検出ビット付きのデジタル信号か
らなる指令信号をシリアル通信でやりとりするシリアル送信手段24及びシリアル受信手段
51を設け、且つ、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じると、
その旨を報知する通信異常報知手段52D を副制御基板20B に設けたので、「不正フィルム
チップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令改竄用電子回によ
って、主制御基板20A から副制御基板20B へ送られる指令が改竄された際に発生する異常
な事象、例えば、スタートスイッチ7Fの押圧操作を知らせる指令の前に、抽選結果を知ら
せる指令を副制御基板20B が受信する等の異常な事象が生じると、通信異常報知手段52D 
がシリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたこととみなし、その
旨を報知するので、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知するこ
とができる。
　ここで、主制御基板20A から副制御基板20B へ送信する指令信号として、誤り検出ビッ
ト付きのデジタル信号を採用したので、雑音等に起因する単なる通信異常は、誤り検出ビ
ットによって検出され、「不正フィルムチップゴト」に起因する人為的通信異常と容易に
判別することができる。
【００９０】
　また、副制御基板20B に、主制御基板20A の送信順が予め定められている指令であるル
ーチンコマンドによって形成されているルーチンコマンド群、及び、ルーチンコマンド群
におけるルーチンコマンドの送信順を含んだルーチンコマンド群データを記憶しているル
ーチンコマンド群データ記憶手段52A と、主制御基板20A から指令を受信すると、ルーチ
ンコマンド群データ記憶手段52A に記憶されているルーチンコマンド群データを参照して
、当該指令がルーチンコマンドであるか否かを判定するルーチンコマンド判定手段52B と
、受信した指令がルーチンコマンドであるとルーチンコマンド判定手段52B によって判定
された後、その次の指令を主制御基板20B から受信すると、該当するルーチンコマンド群
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データを参照して、当該ルーチンコマンド群データに示される送信順にルーチンコマンド
を受信したか否かを判定する受信順序判定手段52C とを設け、且つ、受信順序判定手段52
C によって、当該ルーチンコマンド群データに示される送信順にルーチンコマンドを受信
したと判定されなかった場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異
常が生じたとみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段52B　を形成したので
、「不正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令
改竄用電子回によって、主制御基板20A から副制御基板20B へ送られる指令が改竄され、
主制御基板20A から適正な指令を受信したその次に、受信する可能性のない指令を副制御
基板20B が受信すると、ルーチンコマンド群データ記憶手段52A 、ルーチンコマンド判定
手段52B 及び受信順序判定手段52C によって、主制御基板20A が送信するはずのない指令
を受信したことが検出され、この検出結果に基づいて、通信異常報知手段52D がシリアル
送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたと判定するとともに、その旨を
警報表示パネルに報知するようになり、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生
を外部へ報知することができる。
【００９１】
［第２実施形態］
　図６及び図７には、本発明の第２実施形態が示されている。本第２実施形態は、前記第
１実施形態における主制御基板20A の指令送信順について異常を検出することで通信異常
を検出する指令送信順異常検出手段52に代えて、図６に示すように、主制御基板20A の指
令内容について異常を検出することで通信異常を検出する指令内容異常検出手段54を副制
御基板20B に設けたものである。
　なお、以下の説明においては、既に説明した手段、部品及び部材に同じ符号を付し、そ
の説明を省略又は簡略にする。
【００９２】
　（指令内容異常検出手段54）
　すなわち、指令内容異常検出手段54は、いわゆる「不正フィルムチップゴト」によって
主制御基板20A から副制御基板20B へ指令が伝送路を伝送している間に改竄されたために
、前後の指令の内容に矛盾が生じていることを検出するものである。
　すなわち、指令内容異常検出手段54は、当否抽選の抽選結果と、ストップスイッチ7Dの
操作時における回転リール11の回転角度位置と、回転リール11の実際の停止図柄である実
停止図柄とを、指令として主制御基板20A から受信し、抽選結果と回転角度位置とから決
まる回転リール11の停止図柄と、主制御基板20A から受信した実停止図柄とが比較し、こ
れらが一致している否かに基づいて、指令の内容の異常を検出するものである。
【００９３】
　具体的に説明すると、指令内容異常検出手段54には、図７に示すように、当否抽選手段
22の抽選結果及びストップスイッチ7Dが操作された時の回転リール11の回転角度位置から
予定される停止図柄を特定するための停止予定図柄テーブルを記憶した停止予定図柄テー
ブル記憶手段54A と、停止予定図柄テーブル記憶手段54A の停止予定図柄テーブルを参照
して停止時に表示が予定される停止図柄を読み取る停止予定図柄読取定手段54B と、停止
予定図柄読取定手段54B が読み取った停止図柄と、主制御基板20A から受信した実停止図
柄とが相違すると、異常が生じたことを報知する警報を発報する通信異常報知手段54C と
が設けられている。
【００９４】
　停止予定図柄テーブル記憶手段54A は、停止予定図柄テーブルとして、当否抽選手段22
の抽選結果、及び、ストップスイッチ7Dの操作時における回転リール11の回転角度位置の
二つのデータから、停止時に表示が予定される回転リール11の停止図柄である停止予定図
柄を特定する二次元テーブルを記憶したものとなっている。
　ここで、本実施形態のスロットマシン１は、当否抽選手段の抽選結果及びストップスイ
ッチの操作時における回転リールの回転角度位置が確定すると、その回転リールの停止図
柄が一つに特定されるように、リールユニット制御手段23が停止制御を行うようになって
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いる。このため、当否抽選手段の抽選結果及びストップスイッチの操作時における回転リ
ールの回転角度位置を、停止予定図柄テーブルに照らし合わせることで、停止する図柄を
確実に特定できるようになっている。
【００９５】
　停止予定図柄読取定手段54B は、シリアル受信手段51を通じて、主制御基板20A 側の当
否抽選手段22及び操作時位置読取手段23C からそれぞれ抽選結果及び操作時位置を受け取
るようになっている。
　そして、停止予定図柄読取定手段54B は、主制御基板20A から抽選結果及び操作時位置
を受け取ると、停止予定図柄テーブル記憶手段54A の停止予定図柄テーブルを参照し、受
け取った抽選結果及び操作時位置の二つのデータから特定される停止予定図柄を読み取り
、読み取った停止予定図柄を通信異常報知手段52D へ送るようになっている。
【００９６】
　通信異常報知手段54C は、停止予定図柄読取定手段54B から停止予定図柄を受け取ると
ともに、シリアル受信手段51を通じて、主制御基板20A 側の停止図柄読取手段23E から実
停止図柄を受け取るようになっている。
　そして、通信異常報知手段54C は、停止予定図柄読取定手段54B から停止予定図柄を受
け取り、且つ、停止図柄読取手段23E から実停止図柄を受け取ると、受け取った実停止図
柄を停止予定図柄と比較し、実停止図柄が停止予定図柄と相違している場合に、シリアル
通信手段の通信に異常が生じたと判定するようになっている。
　また、通信異常報知手段54C は、シリアル通信手段の通信に異常が生じたと判定すると
、当該スロットマシン１が設置されている遊技場の警報表示パネルへ、主制御基板20A が
送信すべき指令の内容に異常が生じていることを示す指令内容異常警報信号を発報し、こ
れにより、「不正フィルムチップゴト」等に起因して、主制御基板20A との間のシリアル
通信に異常が生じていることを報知するようになっている。
【００９７】
　（指令内容異常検出処理）
　次に、本第２実施形態に係る副制御基板20B による指令内容異常検出処理について図８
のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の指令内容異常検出処
理は、前記第１実施形態の場合と同様に、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御
する演出制御処理等、副制御基板20B における他の処理と同時に並行処理されるようにな
っている。
【００９８】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図８の如く、ステップＳ2000か
ら指令内容異常検出処理を開始する。
【００９９】
　すなわち、ステップＳ2000では、主制御基板20A から指令としての抽選結果を受信する
まで、処理を進行させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から抽選結果を受
信すると、次のステップステップＳ2200へ進む。
　ステップＳ2200では、主制御基板20A から指令としての操作時位置を受信するまで、処
理を進行させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から操作時位置を受信する
と、次のステップＳ2300へ進む。
【０１００】
　ステップＳ2300では、停止予定図柄読取定手段54B によって、停止予定図柄テーブル記
憶手段54A の停止予定図柄テーブルが参照され、抽選結果及び操作時位置の二つのデータ
から特定される停止予定図柄が読み取られる停止予定図柄読取処理が行われる。この停止
予定図柄読取処理によって、停止予定図柄が得られたら、次のステップＳ2400へ進む。
【０１０１】
　ステップＳ2400では、主制御基板20A から指令としての実停止図柄を受信するまで、処
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理を進行させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から実停止図柄を受信する
と、次のステップＳ2500へ進む。
【０１０２】
　ステップＳ2500では、受信した実停止図柄がステップＳ2300で読み取った停止予定図柄
と一致するか否かが判定される。
　このステップＳ2500で、実停止図柄が停止予定図柄と一致すると判定された場合、今回
の検出対象となった指令の送信順は正常とみなされ、このステップＳ2500を以て、今回の
検出対象となった指令についての指令内容異常検出処理は完了する。
　一方、ステップＳ2500で、実停止図柄が停止予定図柄と一致すると判定されなかった場
合、次のステップＳ2600へ進む。
【０１０３】
　ステップＳ2600では、主制御基板20A から送信された指令の内容に異常が生じた旨の警
報、換言すると、主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、警報
表示パネルへ送信する指令内容異常警報発報処理が行われ、この指令内容異常警報発報処
理が完了すると、今回の検出対象となった指令についての指令内容異常検出処理は完了す
る。
【０１０４】
　このような本第２実施形態によっても、前記第１実施形態と同様の作用、効果を達成で
きるほか、次のような作用効果を付加することができる。
　すなわち、スタートスイッチ7Fの操作を契機に、遊技における当否に係る当否抽選を行
うとともに、当該当否抽選の抽選結果を副制御基板20B へ指令として送るように形成され
ている当否抽選手段22と、ストップスイッチ7Dが操作された際に対応する回転リール11の
回転角度位置である操作時位置を読み取るとともに、読み取った操作時位置を副制御基板
20B へ指令として送るように形成されている操作時位置読取手段23C と、ストップスイッ
チ7Dの操作によって停止した回転リール11が表示している図柄である実停止図柄を読み取
るとともに、読み取った実停止図柄を副制御基板20B へ指令として送るように形成されて
いる停止図柄読取手段23E とを主制御基板20A に設け、且つ、当否抽選手段22の抽選結果
及びストップスイッチ7Dの操作時における回転リール11の回転角度位置の二つのデータか
ら、停止時に表示が予定される回転リール11の停止図柄である停止予定図柄を特定する停
止予定図柄テーブルを記憶した停止予定図柄テーブル記憶手段54A と、主制御基板20A か
ら抽選結果及び操作時位置を受け取ると、停止予定図柄テーブル記憶手段54A の停止予定
図柄テーブルを参照し、受け取った抽選結果及び操作時位置の二つのデータから特定され
る停止予定図柄を読み取る停止予定図柄読取定手段54B とを副制御基板20B に設け、さら
に、停止図柄読取手段23E から実停止図柄を受け取ると、受け取った実停止図柄を停止予
定図柄読取定手段54B が読み取った停止予定図柄と比較し、実停止図柄が停止予定図柄と
相違している場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じた
とみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段54C を形成したので、「不正フィ
ルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、この指令改竄用電子回
によって、抽選結果を知らせる指令、操作時位置を知らせる指令、及び、実停止図柄を知
らせる指令のいずれかが改竄されると、主制御基板20A から送られてきた実停止図柄と、
副制御基板20B が特定した停止予定図柄とが一致しなくなり、この不一致に基づいて、当
該改竄を通信異常報知手段54C が検知し、この検知結果に基づいて、通信異常報知手段54
C でシリアル通信手段の通信に異常が生じたことを判定できるとともに、その旨を報知す
ることも可能となり、これにより、「不正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知する
ことができる。
【０１０５】
［第３実施形態］
　図９及び図１０には、本発明の第３実施形態が示されている。本第３実施形態は、前記
第１実施形態における主制御基板20A の指令送信順について異常を検出することで通信異
常を検出する指令送信順異常検出手段52に代えて、図９に示すように、スロットマシン１
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に設定されている当否抽選の当選確率と、実際の当否抽選における当選率とを比較し、当
選率の値に異常を検出することで通信異常を検出する当選率異常検出手段55を副制御基板
20B に設けたものである。
【０１０６】
　（当選率異常検出手段55）
　すなわち、当選率異常検出手段55は、いわゆる「不正フィルムチップゴト」によって主
制御基板20A から副制御基板20B への抽選結果等が改竄されたために、設定されている当
選確率と、実際の当選率との間に大きな差が生じていることを検出するものである。
【０１０７】
　具体的に説明すると、当選率異常検出手段55には、図１０に示すように、当否抽選手段
22で当選した回数を計数する当選回数計数手段55A と、スロットマシン１で行われた遊技
回数を計数する遊技回数計数手段55B と、実当選率を算出する実当選率算出手段55C と、
当選確率及び実当選率の間に大きな差が生じていると、異常が生じたことを報知する警報
を発報する通信異常報知手段55D とが設けられている。
【０１０８】
　当選回数計数手段55A は、複数種類の当選役の各々について、当否抽選手段22で当選し
た回数である当選回数を計数していくものである。
　更に詳しく説明すると、当選回数計数手段55A は、シリアル受信手段51を通じて、主制
御基板20A 側の当否抽選手段22から当否抽選の抽選結果を指令として受信し、当該抽選結
果に示される当選役のそれぞれについて、その当選回数を計数するものとなっている。
　そして、当選回数計数手段55A は、当選回数の計数値を更新する毎に、計数した当選回
数を実当選率算出手段55C へ送るようになっている。
【０１０９】
　遊技回数計数手段55B は、遊技が実行された回数である遊技回数を計数していくもので
ある。
　更に詳しく説明すると、遊技回数計数手段55B は、シリアル受信手段51を通じて、主制
御基板20A からスタートスイッチ7Fの操作を受け付けたことを示す指令を受信し、当該指
令の受信回数を、遊技回数として計数するものとなっている。
　そして、遊技回数計数手段55B は、遊技回数の計数値を更新する毎に、計数した遊技回
数を実当選率算出手段55C へ送るようになっている。
【０１１０】
　実当選率算出手段55C は、複数種類の当選役の各々について、当選回数計数手段55A か
ら送られてくる当選回数及び遊技回数計数手段55B から送られている遊技回数に基づいて
当選率を算出するものである。
　更に詳しく説明すると、実当選率算出手段55C は、遊技回数計数手段55B の計数してい
る遊技回数が所定値に達すると、その時点における当選回数計数手段55A の計数している
当選回数を、遊技回数計数手段55B の計数している遊技回数で除することで、実際の当選
率である実当選率を算出するものとなっている。
【０１１１】
　通信異常報知手段55D は、複数種類の当選役の各々について、実当選率算出手段55C が
算出した実当選率と、スロットマシン１に設定されている当選確率とを比較し、実当選率
と当選確率との差を算出し、この差に基づいて、シリアル送信手段24及びシリアル受信手
段51の通信異常を検出するものとなっている。
【０１１２】
　更に詳しく説明すると、通信異常報知手段55D には、図１０の如く、複数種類の当選役
の各々について、その当選確率を記憶している当選確率記憶部55E と、複数種類の当選役
の各々について、実当選率算出手段55C が算出した実当選率を、当選確率記憶部55E に記
憶されている当選確率と比較する当選率／当選確率比較部55F とが設けられている。
【０１１３】
　このうち、当選率／当選確率比較部55F は、複数種類の当選役の各々について、実当選
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率から当選確率を減じた値を算出し、この算出した値の絶対値を、実当選率と当選確率と
の差とし、この差が予め設定された許容差よりも大きい場合に、シリアル送信手段24及び
シリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成され
たものである。
【０１１４】
　（当選率異常検出処理）
　次に、本第３実施形態に係る副制御基板20B による当選率異常検出処理について図１１
のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の当選率異常検出処理
は、前記第１実施形態の場合と同様に、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御す
る演出制御処理等、副制御基板20B における他の処理と同時に並行処理されるようになっ
ている。
【０１１５】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図１１の如く、ステップＳ3000
から当選率異常検出処理を開始する。
【０１１６】
　すなわち、ステップＳ3000では、スタートスイッチ7Fが操作されるまで、処理を進行さ
せずに待機する待機処理が行われ、スタートスイッチ7Fが操作されると、次のステップＳ
3110へ進む。
　ステップＳ3110では、遊技回数ｎをインクリメントする処理、換言すると、遊技回数ｎ
に「１」を加えるインクリメント処理が行われ、このインクリメント処理が完了したら、
次のステップＳ3120へ進む。
【０１１７】
　ステップＳ3120では、主制御基板20A 側の当否抽選手段22が当否抽選を行うまで、処理
を進行させずに待機する待機処理が行われ、当否抽選手段22が当否抽選を行うと、次のス
テップＳ3130へ進む。
　ステップＳ3130では、当否抽選で何らかの当選役に当選したか否かが判定される。
　このステップＳ3130で、当否抽選で何らかの当選役に当選したと判定されなかった場合
、ステップＳ3200へジャンプする。
　一方、ステップＳ3130で、当否抽選で何らかの当選役に当選したと判定された場合、次
のステップＳ3140へ進む。
【０１１８】
　ステップＳ3140では、当否抽選で当選した当選役について、その当選回数ｍをインクリ
メントする処理、換言すると、当選回数ｍに「１」を加えるインクリメント処理が行われ
、このインクリメント処理が完了したら、次のステップＳ3200へ進む。
　ステップＳ3200では、遊技回数ｎが所定の回数Ｎに達したか否かが判定される。
　このステップＳ3200で、遊技回数ｎが所定の回数Ｎに達したと判定さなかった場合、遊
技回数ｎが不足しているので、次の遊技の開始を待つために、一旦、当選率異常検出処理
を完了させる。
　一方、ステップＳ3200で、遊技回数ｎが予め定められた所定の回数（以下、「規定遊技
回数Ｎ」という。）に達したと判定された場合、次のステップＳ3210へ進む。
【０１１９】
　ステップＳ3210では、複数種類の当選役の各々について、その時点で当選回数ｍを規定
遊技回数Ｎで除することで、実当選率αを算出する実当選率α算出処理が行われ、実当選
率α算出処理が完了したら、次のステップＳ3220へ進む。
　ステップＳ3220では、複数種類の当選役の各当選回数ｍ及び遊技回数ｎをリセットする
リセット処理が行われ、リセット処理により、各当選回数ｍ及び遊技回数ｎが「０」に戻
されたら、次のステップＳ3230へ進む。
【０１２０】
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　ステップＳ3230では、複数種類の当選役の各々について設定されている当選確率βを読
み取る当選確率読取処理が行われ、この当選確率読取処理が完了したら、次のステップＳ
3240へ進む。
　ステップＳ3240では、複数種類の当選役の各々について、実当選率αと当選確率βとの
差が許容差Ｋよりも大きいか否かが判定される。
　更に詳しく説明すると、ステップＳ3240では、複数種類の当選役の各々について、実当
選率αから当選確率βを減じた値の絶対値を、実当選率αと当選確率βとの差とし、この
差が許容差Ｋよりも大きいか否かが判定される。
　このステップＳ3[240で、実当選率αと当選確率βとの差が許容差Ｋよりも大きいと判
定されなかった場合、今回の検出結果では、シリアル通信が正常とみなされ、このステッ
プＳ3240を以て、指令内容異常検出処理は完了する。
　一方、ステップＳ3240で、実当選率αと当選確率βとの差が許容差Ｋよりも大きいと判
定され場合、次のステップＳ3250へ進む。
【０１２１】
　ステップＳ3250では、ある当選役への当選回数に異常が生じた旨の警報、換言すると、
主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、警報表示パネルへ送信
する当選率異常警報発報処理が行われ、この当選率異常警報発報処理が完了すると、今回
遊技における当選率異常検出処理は完了する。
【０１２２】
　このような本第３実施形態によっても、前記第１実施形態と同様の作用、効果を達成で
きるほか、次のような作用効果を付加することができる。
　すなわち、遊技の実行回数である遊技回数を計数していく遊技回数計数手段55B と、複
数種類の各当選役について当否抽選における当選回数を計数していく当選回数計数手段55
A と、遊技回数計数手段55A の計数している遊技回数が所定値に達すると、それまでの当
選回数に基づいて実当選率を算出する実当選率算出手段55C とを副制御基板20B に設け、
さらに、複数種類の当選役の各々について、その当選確率を記憶しているとともに、実当
選率算出手段55C が算出した実当選率を、記憶している当選確率と比較し、実当選率と当
選確率との差が、予め設定された許容差Ｋよりも大きい場合に、シリアル送信手段24及び
シリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように通信異常
報知手段55D を形成したので、「不正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電
子回路が接続され、この指令改竄用電子回の作動によって、正常時には考えられない程、
ある当選役への当選が頻繁に発生すると、実当選率算出手段55C で算出された実当選率と
、記憶されている当選確率との差が予め設定された許容差Ｋよりも大きくなり、当該許容
差に基づいて、ある当選役への当選する回数を不当に増大させる「不正フィルムチップゴ
ト」の発生を通信異常報知手段55D で検知することができるとともに、当該通信異常報知
手段55D でその旨を外部に報知することも可能となり、これにより、「不正フィルムチッ
プゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【０１２３】
［第４実施形態］
　図１２及び図１３には、本発明の第４実施形態が示されている。本第３実施形態は、前
記第１実施形態における主制御基板20A の指令送信順について異常を検出することで通信
異常を検出する指令送信順異常検出手段52に代えて、図１２に示すように、一の指令を受
信した後、その次に受信した指令が、受信する可能性のまったくないものであるか否かに
基づいて通信異常を検出する候補外指令受信判定手段56を副制御基板20B に設けたもので
ある。
【０１２４】
　（候補外指令受信判定手段56）
　候補外指令受信判定手段56は、いわゆる「不正フィルムチップゴト」によって主制御基
板20A から副制御基板20B へ指令が伝送路を伝送している間に改竄されたために、一の指
令を受信したその次に、実際にはありえない指令を受信したことを検出するものである。
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　すなわち、指令受信順異常検出手段52は、主制御基板20A から副制御基板20B へ指令を
送る伝送路の途中に指令改竄用電子回路が接続され、主制御基板20A が一の指令を送信し
た後、指令改竄用電子回路が次の指令を改竄して実際に受信することのない指令としたた
め、その次に受信した指令を異常なものと判定ものである。
【０１２５】
　具体的に説明すると、候補外指令受信判定手段56には、図１３に示すように、主制御基
板20A から最後に受信した指令を保持する後受信指令保持手段56A と、主制御基板20A か
ら最後に受信した指令よりも一つ先に受信した指令を保持する先受信指令保持手段56B と
、主制御基板20A から送信されてくる複数種類の指令の各々について、その次に送信され
てくる可能性のある指令を含む受信候補指令群を記憶した受信候補指令群記憶手段56C と
、一の指令の後に受信した指令が受信することのない指令である場合に、シリアル送信手
段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知する通信異
常報知手段56D とが設けられている。
【０１２６】
　後受信指令保持手段56A は、主制御基板20A から指令を受信すると、換言すると、主制
御基板20A から新たに今回の指令を受信すると、受信した今回指令を、それまで保持して
いた前回受信の指令の代わりに保持するとともに、前回受信の指令を先受信指令保持手段
56B へ送信するものとなっている。
　また、後受信指令保持手段56A は、今回指令を新たに保持すると、新たに保持すること
となった今回指令を通信異常報知手段56D へ送信するように形成されている。
【０１２７】
　先受信指令保持手段56B は、後受信指令保持手段56A から前回受信の指令を受信すると
、受信した前回受信の指令を、それまで保持していた前々回受信の指令に代えて保持する
とともに、新たに保持することとなった前回受信の指令を通信異常報知手段56D へ送信す
るものである。
　また、先受信指令保持手段56B は、受信した前回受信の指令を保持すると、前々回受信
の指令を消去するようになっている。
　受信候補指令群記憶手段56C は、複数種類の受信候補指令群を記憶し、通信異常報知手
段56D からの要求に応じて、記憶している受信候補指令群を通信異常報知手段56D へ送る
ように形成されている。
【０１２８】
　通信異常報知手段56D は、受信候補指令群記憶手段56C から送られてくる受信候補指令
群を参照して、この受信候補指令群の中に、主制御基板20A から最後に受信した指令が含
まれているか否かを判定し、この判定結果に基づいて、シリアル送信手段24及びシリアル
受信手段51の通信における異常を検出するものとなっている。
【０１２９】
　さらに具体的に説明すると、通信異常報知手段56D には、図１３の如く、受信候補指令
群記憶手段56C に記憶されている複数種類の受信候補指令群の中から、前回指令に対応す
る受信候補指令群を抽出する受信候補指令群抽出部56E と、受信候補指令群抽出部56E が
抽出した受信候補指令群の中に今回指令が含まれているか否かを判定する受信指令包含判
定部56F とが設けられている。
【０１３０】
　受信候補指令群抽出部56E は、先受信指令保持手段56B から前回受信の指令を受信する
と、受信候補指令群記憶手段56C に記憶されている複数種類の受信候補指令群を検索し、
前回受信の指令に対応する受信候補指令群、換言すると、前回受信の指令の次に受信する
可能性のある候補となる指令から構成された受信候補指令群を、受信候補指令群記憶手段
56C に記憶されている複数種類の受信候補指令群の中から抽出するものである。
　また、受信候補指令群抽出部56E は、前回受信の指令に対応する受信候補指令群を抽出
すると、抽出した受信候補指令群を受信指令包含判定部56F へ送るようになっている。
【０１３１】
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　受信指令包含判定部56F は、後受信指令保持手段56A から今回指令を受信するとともに
、受信候補指令群抽出部56E から前回受信の指令に対応する受信候補指令群を受信するよ
うになっている。
　そして、受信指令包含判定部56F は、受信候補指令群抽出部56E から受信した受信候補
指令群の中に、後受信指令保持手段56A から受信した今回指令が含まれているか否かを判
定し、受信した受信候補指令群の中に受信した今回指令が含まれていると判定しなかった
場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなして、
その旨を報知するように形成されている。
【０１３２】
　（候補外指令受信判定処理）
　次に、本第４実施形態に係る副制御基板20B による候補外指令受信判定処理について図
１４のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の候補外指令受信
判定処理は、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御する演出制御処理等、副制御
基板20B における他の処理と同時に並行処理されるようになっている。
【０１３３】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図１４の如く、ステップＳ4000
から候補外指令受信判定処理を開始する。
【０１３４】
　すなわち、ステップＳ4000では、主制御基板20A から指令を受信するまで、処理を進行
させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から指令を受信すると、次のステッ
プＳ4100へ進む。
【０１３５】
　ステップＳ4100では、今回受信した指令が最初のものであるか否か、換言すると、先受
信指令保持手段56B に既に前回受信した前回指令が保持済みとなっているか否かが判定さ
れる。
　このステップＳ4100で、前回指令が保持済みとなっていると判定さなかった場合、今回
受信した指令の以前には、指令を受信していないと見なせるので、次の指令の受信するた
めに、一旦、候補外指令受信判定処理を完了させる。
　一方、ステップＳ4100で、前回指令が保持済みとなっていると判定された場合、次のス
テップＳ4200へ進む。
【０１３６】
　ステップＳ4200では、受信候補指令群抽出部56E によって、受信候補指令群記憶手段56
C に記憶されている複数種類の受信候補指令群の中から、前回受信の指令に対応する受信
候補指令群が抽出される抽出処理が行われる。この抽出処理が完了したら次のステップＳ
4300へ進む。
　ステップＳ4300では、主制御基板20A から次の新たな指令、換言すると、今回指令を受
信するまで、処理を進行させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から今回指
令を受信すると、次のステップＳ4400へ進む。
【０１３７】
　ステップＳ4400では、受信候補指令群抽出部56E によって、ステップＳ4200で抽出され
た受信候補指令群の中に、今回受信した新たな指令が含まれているか否か、換言すると、
今回指令が含まれているか否かが判定される。
　このステップＳ4400で、新たな指令が含まれていると判定された場合、今回の受信した
指令は正常なものとみなされ、このステップＳ4400を以て、今回の検出対象となった指令
についての候補外指令受信判定処理は完了する。
　一方、ステップＳ4400で、新たな指令が含まれていると判定されなかった場合、次のス
テップＳ4500へ進む。
【０１３８】
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　ステップＳ4500では、受信する可能性のない指令を今回受信したという異常が生じた旨
の警報、換言すると、主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、
警報表示パネルへ送信する候補外指令受信警報発報処理が行われ、この候補外指令受信警
報発報処理が完了すると、今回の検出対象となった指令についての候補外指令受信判定処
理は完了する。
【０１３９】
　このような本第４実施形態によっても、前記第１実施形態と同様の作用、効果を達成で
きるほか、次のような作用効果を付加することができる。
　すなわち、主制御基板20A から送信されてくる複数種類の指令の各々について、その次
に送信されてくる可能性のある指令を含む受信候補指令群を記憶した受信候補指令群記憶
手段56C を副制御基板20B に設け、且つ、主制御基板20A から指令を受信すると、受信候
補指令群記憶手段56C に記憶されている受信候補指令群のなかから受信した指令に対応す
る受信候補指令群を選び出した後、その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれ
ているか否かを判定し、その次に受信した指令が当該受信候補指令群に含まれていると判
定しなかった場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じた
とみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段56D を形成したので、「不正フィ
ルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、主制御基板20A が一の
指令を送信した後、この指令改竄用電子回がその次の指令を改竄すると、受信候補指令群
には、当該次の指令が含まれることがなく、このことに基づいて、通信異常報知手段56D 
で、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたことを検知できる
とともに、その旨を外部に報知することも可能となり、これにより、「不正フィルムチッ
プゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【０１４０】
［第５実施形態］
　図１５及び図１６には、本発明の第５実施形態が示されている。本第５実施形態は、前
記第１実施形態における主制御基板20A の指令送信順について異常を検出することで通信
異常を検出する指令送信順異常検出手段52に代えて、図１５に示すように、連続して送信
される二つの指令について、先の指令の送信が終了してから、その次の指令の送信が開始
されるまでの時間間隔が正常であるか否かに基づいて通信異常を検出する時間間隔異常検
出手段57を副制御基板20B に設けたものである。
【０１４１】
　（時間間隔異常検出手段57）
　時間間隔異常検出手段57は、いわゆる「不正フィルムチップゴト」によって主制御基板
20A から副制御基板20B へ指令が伝送路を伝送している間に改竄されたために、連続して
送信される二つの指令のうち、先の指令の終了時期が延期された等によって、時間間隔が
規定の長さよりも短くなることを検出するものである。
【０１４２】
　すなわち、時間間隔異常検出手段57には、図１６に示すように、連続して送信される二
つの指令について、先の指令の送信が終了してから、その次の指令の送信が開始されるま
での時間間隔を測定する時間間隔測定手段57A と、時間間隔測定手段57A が測定した時間
間隔に基づいて、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51通信における異常を検出し
、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信における異常を検出すると、その旨
を報知する通信異常報知手段57B とが設けられている。
【０１４３】
　時間間隔測定手段57A は、時間間隔を計測するために、図示しない内部タイマーを備え
ている。
　そして、時間間隔測定手段57A は、内部タイマーが計時動作状態にある場合、主制御基
板20A から指令を受信すると、内部タイマーを停止させ、その計測値である時間間隔を通
信異常報知手段57B へ送った後、内部タイマーの計測値である時間間隔を「０」にリセッ
トするように形成されている。
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　換言すると、時間間隔測定手段57A は、内部タイマーが計時動作状態にある場合、主制
御基板20A から受信した一の指令の先頭ビット信号が発信されたことを契機に、内部タイ
マーを停止させ、計時を終了させるようになっている。
　なお、時間間隔測定手段57A は、内部タイマーが停止状態にある場合には、主制御基板
20A から指令を受信しても何ら処理を行わないようになっている。
【０１４４】
　また、時間間隔測定手段57A は、主制御基板20A から受信した指令が終了すると、内部
タイマーに計測を開始させるようになっている。
　換言すると、時間間隔測定手段57A は、主制御基板20A からその次に受信した新たな指
令の開始ビット信号が発信されたことを契機に、内部タイマーを起動し、計時を開始させ
るようになっている。
【０１４５】
　通信異常報知手段57B は、時間間隔測定手段57A から時間間隔を受信すると、受信した
時間間隔が予め設定された規定の長さ、換言すると、下限値よりも短いか否かに基づいて
異常を検出するものである。
　更に詳しく説明すると、通信異常報知手段57B には、図１６の如く、時間間隔の下限値
Ｋを記憶している時間間隔下限値記憶部57C と、時間間隔測定手段57A からの時間間隔を
、時間間隔下限値記憶部57C からの下限値Ｋと比較する時間間隔比較部57D とが設けられ
ている。
　時間間隔下限値記憶部57C は、時間間隔比較部57D からの要求に応じて、記憶している
下限値Ｋを時間間隔比較部57D へ送るように形成されたものである。
【０１４６】
　時間間隔比較部57D は、時間間隔測定手段57A から送られてくる時間間隔を、間間隔下
限値記憶部57C から送られてくる下限値Ｋと比較して、当該時間間隔が下限値Ｋよりも小
さいか否かを判定するものである。そして、時間間隔比較部57D は、当該時間間隔が下限
値Ｋよりも小さいと判定した場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信
に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成されている。
【０１４７】
　（時間間隔異常検出処理）
　次に、本第５実施形態に係る副制御基板20B による時間間隔異常検出処理について図１
７のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の時間間隔異常検出
処理は、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御する演出制御処理等、副制御基板
20B における他の処理と同時に並行処理されるようになっている。
【０１４８】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図１７の如く、ステップＳ5000
から時間間隔異常検出処理を開始する。
【０１４９】
　すなわち、ステップＳ5000では、主制御基板20A から指令を受信するまで、処理を進行
させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から送信された指令の受信を開始す
ると、次のステップＳ5100へ進む。
　ステップＳ5100では、ステップＳ5000で受信を開始した指令の受信が終了するまで、処
理を進行させずに待機する待機処理が行われ、当該指令の受信が終了すると、次のステッ
プＳ5100へ進む。
【０１５０】
　ステップＳ5200では、時間間隔測定手段57A の内部タイマーを起動することにより、時
間間隔ｔの計時を開始させる時間間隔(ｔ)計時開始処理が行われる。この時間間隔(ｔ)計
時開始処理によって、時間間隔測定手段57A の内部タイマーによる時間間隔ｔの計時が開
始されたら次のステップＳ5300へ進む。
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【０１５１】
　ステップＳ5300では、主制御基板20A から新たな指令を受信するまで、処理を進行させ
ずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から新たに送信された新たな指令の受信
を開始すると、次のステップＳ5400へ進む。
【０１５２】
　ステップＳ5400では、時間間隔測定手段57A の内部タイマーの計時動作を停止すること
により、時間間隔ｔの計時を終了させる時間間隔(ｔ)計時終了処理が行われる。この時間
間隔(ｔ)計時終了処理によって、時間間隔(ｔ)の値が求まったら、次のステップＳ5500へ
進む。
【０１５３】
　ステップＳ5500では、時間間隔(ｔ)が下限値Ｋよりも小さいか否かが判定される。
　このステップＳ5500で、時間間隔(ｔ)が下限値Ｋよりも小さいと判定されなかった場合
、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51によるシリアル通信が正常であるとみなさ
れ、このステップＳ5500を以て、時間間隔異常検出理は完了する。
　一方、ステップＳ5500で、時間間隔(ｔ)が下限値Ｋよりも小さいと判定された場合、次
のステップＳ5600へ進む。
【０１５４】
　ステップＳ5600では、先の指令の送信が終了してから、その次の指令の送信が開始され
るまでの時間間隔(ｔ)が下限値Ｋよりも小さいという異常が生じた旨の警報、換言すると
、主制御基板20A との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、警報表示パネルへ送
信する時間間隔異常警報発報処理が行われ、この時間間隔異常警報発報処理が完了すると
、今回の検出対象となった指令についての時間間隔異常検出処理は完了する。
【０１５５】
　このような本第５実施形態によっても、前記第１実施形態と同様の作用、効果を達成で
きるほか、次のような作用効果を付加することができる。
　すなわち、一の指令の最終ビット信号が発信されたことを契機に計時を開始し、その次
の指令の開始ビット信号が発信されたことを契機に計時を終了することで、一指令が終了
してからその次の指令が開始されるまでの間の時間間隔ｔを測定する時間間隔測定手段57
A を副制御基板20B に設け、且つ、時間間隔測定手段57A が測定した時間間隔ｔが予め設
定された下限値Ｋに満たない場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51通信に
異常が生じたとみなして、その旨を報知するように通信異常報知手段57B を形成したので
、「不正フィルムチップゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が不正に接続され、不
正に接続された指令改竄用電子回路が指令を改竄する際に、改竄すべき指令の開始から多
少遅れて改竄を開始し、この結果、改竄された指令が適正な指令よりも時間的に長くなり
、改竄された指令が終了してからその次の指令が開始されるまでの間の時間間隔ｔが下限
値Ｋよりも短縮された際に、この時間間隔ｔの短縮が通信異常報知手段57B によって検知
されるようになる。従って、通信異常報知手段57B は、この時間間隔ｔの短縮検出の結果
に基づいて、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたことを検
知できるので、その旨を外部に報知することも可能となり、これにより、「不正フィルム
チップゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【０１５６】
［第６実施形態］
　図１８及び図１９には、本発明の第６実施形態が示されている。本第６実施形態は、前
記第１実施形態における主制御基板20A の指令送信順について異常を検出することで通信
異常を検出する指令送信順異常検出手段52に代えて、図１８に示すように、連続して送信
される二つの指令が同一の操作に応答したものであるか否かに基づいて通信異常を検出す
る操作応答異常検出手段58を副制御基板20B に設けたものである。
【０１５７】
　（操作応答異常検出手段58）
　操作応答異常検出手段58は、スタートスイッチ7F等のスイッチが操作されると、主制御
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基板20A から副制御基板20B へ、当該スイッチが操作されたことを示すスイッチ操作信号
、及び、当該スイッチの操作が受け付けられたことを示す操作受付指令が連続して送信さ
れ、これらのスイッチ操作信号及び操作受付指令の送信の際に、いわゆる「不正フィルム
チップゴト」によって、スイッチ操作信号及び操作受付指令が改竄されたために、これら
の信号が互いに対応しなくなることを検出するものである。
【０１５８】
　すなわち、主制御基板20A は、シングルベットスイッチ7E、マックスベットスイッチ７
F、スタートスイッチ7D、ストップスイッチ７H及び精算スイッチ７Hのそれぞれのスイッ
チが操作された際に当該スイッチから出力されるスイッチ操作信号を受信すると、当該ス
イッチ操作信号を中継して副制御基板20B へ伝送した後、当該スイッチ操作信号を受け付
けたことを報知する操作受付指令を副制御基板20B へ送信するように形成されたものとな
っている。
【０１５９】
　そして、副制御基板20B 側の操作応答異常検出手段58には、図１９に示すように、連続
して送信される二つの指令を順番に保持していく二連続信号保持手段58A と、二連続信号
保持手段58Aの保持している二信号の一方について改竄の有無を検査する第１信号検査手
段58B と、二連続信号保持手段58Aの保持している二信号の他方について改竄の有無を検
査する第２信号検査手段58C と、第１信号検査手段58B 及び第２信号検査手段58C の検査
兼結果に基づいて、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51通信における異常を検出
し、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信における異常を検出すると、その
旨を報知する通信異常報知手段58D とが設けられている。
【０１６０】
　二連続信号保持手段58A は、主制御基板から連続して受信した二つの指令のうち、先に
受信した指令を第１保持信号として保持するとともに、その次に受信した指令を第２保持
信号として保持するものである。
　この際、二連続信号保持手段58A は、第１保持信号及び第２保持信号の両方を保持して
しまうと、その後、新たな指令を受信すると、旧・第１保持信号を破棄（削除）し、先に
受信して保持していた旧・第２保持信号を新・第１保持信号として保持し直し、新たな指
令を新・第２保持信号として保持するようになっている。
【０１６１】
　第１信号検査手段58B は、二連続信号保持手段58A から、第１保持信号及び第２保持信
号を受信するように形成され、第１保持信号及び第２保持信号を受信すると、まず、第２
保持信号が操作受付指令であるか否かを判定するものとなっている。
　この際、第１信号検査手段58B は、二連続信号保持手段58A が保持している第２保持信
号が操作受付指令であると判定した場合、二連続信号保持手段58A が保持している第１保
持信号が第２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを判定する
ものである。
　そして、第１信号検査手段58B は、二連続信号保持手段58A が保持している第１保持信
号が第２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であると判定しなかった場合
、通信異常報知手段58D へ非符号信号を送信するようになっている。
【０１６２】
　第２信号検査手段58C は、二連続信号保持手段58A から、第１保持信号及び第２保持信
号を受信するように形成され、第１保持信号及び第２保持信号を受信すると、まず、第１
保持信号がスイッチ操作信号であるか否かを判定するものとなっている。
　この際、第２信号検査手段58C は、二連続信号保持手段58A が保持している第１保持信
号がスイッチ操作信号であると判定した場合、二連続信号保持手段58A が保持している第
２保持信号が第１保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを判定
するものである。
　そして、第２信号検査手段58C は、二連続信号保持手段58A が保持している第２保持信
号が第１保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であると判定しなかった場合
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、通信異常報知手段58D へ非符号信号を送信するようになっている。
【０１６３】
　通信異常報知手段58D は、第１信号検査手段58B が第２保持信号と同一のスイッチに係
るスイッチ操作信号であると判定しなかった場合、あるいは、第２信号検査手段58C が第
１保持信号と同一のスイッチに係る操作受付指令であると判定しなかった場合のいずれか
の場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなして
、その旨を報知するように形成されているものである。
　通信異常報知手段58D は、第１信号検査手段58B 及び第２信号検査手段58C の少なくと
も一方から非符号信号を受信した場合に、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の
通信に異常が生じたとみなして、その旨を報知するように形成されている。
【０１６４】
　（操作応答異常検出処理）
　次に、本第６実施形態に係る副制御基板20B による操作応答異常検出処理について図２
０のフローチャートを参照しながら説明する。なお、副制御基板20B の操作応答異常検出
処理は、時分割多重処理により、液晶表示装置4Eを制御する演出制御処理等、副制御基板
20B における他の処理と同時に並行処理されるようになっている。
【０１６５】
　スロットマシン１の電源が投入されると、主制御基板20A による遊技動作制御処理及び
副制御基板20B による演出動作制御処理が開始され、これにより、スロットマシン１の遊
技動作が開始され、これにともない、副制御基板20B は、図２０の如く、ステップＳ6000
から操作応答異常検出処理を開始する。
【０１６６】
　すなわち、ステップＳ6000では、主制御基板20A から指令を受信するまで、処理を進行
させずに待機する待機処理が行われ、主制御基板20A から送信された指令を受信すると、
次のステップＳ6100へ進む。
　ステップＳ6100では、受信した指令が、電源投入後、最初の指令であるか否かが判定さ
れる。換言すると、ステップＳ6100では、既に、二連続信号保持手段58A に第１保持信号
及び第２保持信号の両方が保持済みとなっているか否かが判定される。
　このステップＳ6100で、受信した指令が最初の指令であると判定されなかった場合、次
のステップS6200へ進む。
【０１６７】
　一方、ステップＳ6100で、受信した指令が最初の指令であると判定された場合、ステッ
プS6700へ進み、ステップＳ6200で、受信した指令を第２保持信号として保持させる一信
号保持処理を二連続信号保持手段58A に行わせる。
　ステップＳ6700の一信号保持処理が完了すると、今回の検出対象となった指令について
は、操作応答異常検出処理は完了する。
【０１６８】
　ステップＳ6200では、今回受信した指令を第２保持信号として保持させるとともに、前
回受信した指令を第１保持信号として保持させる二信号保持処理を二連続信号保持手段58
A に行わせる。この二信号保持処理が完了したら、次のステップＳ6300へ進む。
【０１６９】
　ステップＳ6300では、第１保持信号がスイッチ操作信号であり、且つ、第２保持信号が
第１保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを検査する第２保持
信号検査処理が第２信号検査手段58C によって行われる。この第２保持信号検査処理が完
了したら、次のステップＳ6400へ進む。
【０１７０】
　このステップＳ6400では、ステップＳ6300の検査において、第２保持信号が第１保持信
号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かが判定される。換言すると、ス
テップＳ6400では、第２保持信号及び第１保持信号の二信号に係るスイッチが符号するか
否かが判定される。
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　このステップＳ6400で、二信号に係るスイッチが符号すると判定されなかった場合、ス
テップS6800へ進む一方、二信号に係るスイッチが符号すると判定された場合、次のステ
ップS6500へ進む。
【０１７１】
　ステップＳ6500では、第２保持信号が操作受付指令であり、且つ、第１保持信号が第２
保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを検査する第１保持信号
検査処理が第１信号検査手段58B によって行われる。この第１保持信号検査処理が完了し
たら、次のステップＳ6600へ進む。
【０１７２】
　このステップＳ6600では、ステップＳ6500の検査において、第１保持信号が第２保持信
号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かが判定される。換言すると、ス
テップＳ6600では、第１保持信号及び第２保持信号の二信号に係るスイッチが符号するか
否かが判定される。
　このステップＳ6600で、二信号に係るスイッチが符号すると判定されなかった場合、ス
テップS6800へ進む一方、二信号に係るスイッチが符号すると判定された場合、今回の検
出対象となった指令については、操作応答異常検出処理は完了する。
【０１７３】
　ステップＳ6800では、同一スイッチの操作に係る二つの連続した指令のうち、先の指令
に後の指令が応答していないという異常が生じた旨の警報、換言すると、主制御基板20A 
との間のシリアル通信に異常が生じた旨の警報を、警報表示パネルへ送信する時間操作応
答異常警報発報処理が行われ、この操作応答異常警報発報処理が完了すると、今回の検出
対象となった指令についての操作応答異常検出処理は完了する。
【０１７４】
　このような本第６実施形態によっても、前記第１実施形態と同様の作用、効果を達成で
きるほか、次のような作用効果を付加することができる。
　すなわち、主制御基板20A として、スタートスイッチ7D及びストップスイッチ７H等の
スイッチが操作された際に当該スイッチから出力されるスイッチ操作信号を受信すると、
当該スイッチ操作信号を中継して副制御基板20B へ伝送した後、当該操作信号を受け付け
たことを報知する操作受付指令を副制御基板20B へ送信するように形成されたものを採用
し、且つ、主制御基板20A から連続して受信した二つの指令のうち、先に受信した指令を
第１保持信号として保持するとともに、その次に受信した指令を第２保持信号として保持
する二連続信号保持手段58A と、この二連続信号保持手段58A が保持している第２保持信
号が操作受付指令である場合、二連続信号保持手段58A が保持している第１保持信号が第
２保持信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であるか否かを判定する第１信号検
査手段58B と、二連続信号保持手段58A が保持している第１保持信号がスイッチ操作信号
である場合、二連続信号保持手段58A が保持している第２保持信号が第１保持信号と同一
のスイッチに係る操作受付指令であるか否かを判定する第２信号検査手段58C と、通信異
常報知手段58D とを副制御基板20B に設け、第１保持信号が操作受付指令である第２保持
信号と同一のスイッチに係るスイッチ操作信号であると第１信号検査手段58B が判定しな
かった場合、あるいは、第２保持信号がスイッチ操作信号である第１保持信号と同一のス
イッチに係る操作受付指令であると第２信号検査手段58C が判定しなかった場合のいずれ
の場合でも、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたとみなし
て、その旨を報知するように通信異常報知手段58D を形成したので、「不正フィルムチッ
プゴト」を行うために、指令改竄用電子回路が接続され、さらに、この指令改竄用電子回
が主制御基板20A の送信する指令を改竄した結果、副制御基板20B が連続して受信した二
つの指令のうち、先に受信した指令がスイッチ操作信号であった場合において、その次に
受信した指令が操作受付指令でないとき、あるいは、先のスイッチ操作信号とは異なるス
イッチの操作受付指令であるときのいずれにおいても、このことに基づいて、通信異常報
知手段58D で、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信に異常が生じたことを
検知できる。
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【０１７５】
　また、副制御基板20B が連続して受信した二つの指令のうち、後に受信した指令が操作
受付指令であった場合において、先に受信した指令がスイッチ操作信号でないとき、ある
いは、後の操作受付指令とは異なるスイッチのスイッチ操作信号であるときのいずれにお
いても、このことに基づいて、通信異常報知手段58D で、シリアル送信手段24及びシリア
ル受信手段51の通信に異常が生じたことを検知できる。
　従って、「不正フィルムチップゴト」によってシリアル送信手段24及びシリアル受信手
段51の通信に異常が生じると、シリアル送信手段24及びシリアル受信手段51の通信異常を
通信異常報知手段58D で、その旨を外部に報知することが可能となり、これにより、「不
正フィルムチップゴト」の発生を外部へ報知することができる。
【０１７６】
　なお、本発明は、前記第１～第６実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を
達成できる範囲における変形及び改良などをも含むものである。
　例えば、前記第１実施形態では、受信指令信号について誤りを検出する際に、構成ビッ
トの数値の和が偶数となるように、誤り検出ビットの数値を設定するパリティチェックを
例示したが、これに限らず、構成ビットの数値の和が奇数となるように、誤り検出ビット
の数値を設定するオドチェックを利用してもよい。
【０１７７】
　さらに、前記第１～第６実施形態の各副制御基板20B には、指令送信順異常検出手段52
、指令内容異常検出手段54、当選率異常検出手段55、候補外指令受信判定手段56、時間間
隔異常検出手段57及び操作応答異常検出手段58がそれぞれ設けられていたが、副制御基板
としては、指令送信順異常検出手段52、指令内容異常検出手段54、当選率異常検出手段55
、候補外指令受信判定手段56、時間間隔異常検出手段57及び操作応答異常検出手段58のう
ちの一つを備えたものに限らす、これらのすべてを備えたものでもよく、あるいは、これ
らの中から二つ以上のものを適宜組み合わせて備えたものでもよい。
【０１７８】
　また、主制御基板から副制御基板へ指令信号を伝送するデジタル通信手段としては、デ
ジタル信号を直列に伝送するシリアル伝送方式のデジタル通信手段に限らず、デジタル信
号を並列に伝送するパラレル伝送方式のデジタル通信手段を採用してもよい。
【符号の説明】
【０１７９】
　　 1　　スロットマシン
　　 7D 　ストップスイッチ
　　 7F 　スタートスイッチ
　　11　　回転リール
　　10　　リールユニット
　　15　　演出手段
　　20A 　主制御基板
　　20B 　副制御基板
　　24　　デジタル通信手段としてのシリアル送信手段
　　51　　デジタル通信手段としてのシリアル受信手段
　　52D 　通信異常報知手段
　　54C 　通信異常報知手段
　　55D 　通信異常報知手段
　　56D 　通信異常報知手段
　　57B 　通信異常報知手段
　　58D 　通信異常報知手段
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